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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 追加議案の取扱について

追加
議 案 第 ６ ８ 号 平成２５年度一般会計補正予算（第５号）

１

３ 発 議 案 第 ４ 号 議員の派遣について

４ 議 案 第 ６ １ 号 平成２４年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定について

平成２４年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出
５ 議 案 第 ６ ２ 号

決算認定について

平成２４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
６ 議 案 第 ６ ３ 号

歳入歳出決算認定について

平成２４年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定
７ 議 案 第 ６ ４ 号

について

平成２４年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認
８ 議 案 第 ６ ５ 号

定について

平成２４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
９ 議 案 第 ６ ６ 号

認定について

平成２４年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
10 議 案 第 ６ ７ 号

定について

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これより、本日の会議を開きます。

棟方農業委員会事務局長より、欠席する旨報告がありました。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、６番村松議員、７番河瀬議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 追加議案の取扱について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 追加議案の取扱についてを議題にします。

本件については、昨日、本会議終了後に議会運営委員会を開催し、送付のありました追

加議案の取り扱いについて協議しておりますので、委員長より報告を求めます。

村松委員長。

○６番（村松正敏君）〔登壇〕 ９月定例会の運営において、追加提案のありました議案

１件について、審議日程を、昨日開催しました議会運営委員会において慎重に協議しまし

たので、結果について報告いたします。

今般、追加提出のありました議案については、議案第６８号平成２５年度陸別町一般会

計補正予算（第５号）の１件であります。これを本日の議事日程に組み入れ、お手元に配

付しております日程表のとおり、最初の議案で審議するものといたしました。

以上のとおりでありますので、議員各位におかれましては特段の御協力をお願い申し上

げ、報告といたします。

○議長（宮川 寛君） お諮りします。

ただいま、議会運営委員長からの報告のとおり、追加議案については、本日の日程に組

み入れて審議したいと思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議題第６８号は、本日の日程に組み入れ、審議することに決定しました。

────────────────────────────────────

◎追加日程第１ 議案第６８号平成２５年度陸別町一般会計補正予算（第

５号）
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────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 追加日程第１ 議案第６８号平成２５年度陸別町一般会計補正予

算（第５号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第６８号平成２５年度陸別町一般会計補正予算（第

５号）についてでございますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ２５０万４,０

００円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３９億８,６７０万６,０００

円とするものでございます。

内容につきましては、副町長のほうから説明をしたいと存じますので、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、私のほうから説明をさせていただきます。

議案第６８号平成２５年度陸別町の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、５ページをお開きいただきたいと思います。

２、歳出。

７款商工費１項商工費２目商工振興費１９節負担金補助及び交付金、補助金、市街地活

性化推進事業２５０万４,０００円。この補助金は、商工会への補助金であります。実

は、ことしの５月１６日に開催された商工会の総会におきましても確認された事業であり

まして、今回この事業の国の補助金４００万円の採択が商工会にあったことから、追加で

補正をお願いするものであります。

それでは、追加資料の１をお開きいただきたいと思います。

地域商店街活性化事業、地域商業再生事業。

現状は、ここに記載のとおりでありますけれども、読み上げていきたいと思います。

町内の商店街は、人口減少などの要因による経営難や経営主の高齢化から商店数は減少

傾向にある。生活に欠かせない業種で、既にない業種、薬局等もあり、商店街としての形

態が維持できず、町民の生活への不安が増大している状況下にあります。

高齢者等の買い物弱者、一般サービス業の受給弱者（町内で必要なものが全てそろわな

いなど）、いろいろな要因があります。そういったことが増加している現状となっている

中で、地域のニーズに応えるため、まずはしっかりした現状の把握を行い、地域がどうあ

るべきか調査分析を行い、新たな空き店舗の活用方法や街中の利用を考えていくことが最

大の課題であります。
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こうした現状や課題を踏まえ、町内で町民の皆さんが安心・安全な暮らしが続けられる

よう地域住民ニーズに合わせた商店街の再生が急務となっております。地域における新た

な産業、雇用の創出、地域コミュニティーの場の創造を目指し、商店街の活性化につなが

るような再生計画を策定し、実行に移していくためにも本事業を実施する。

なお、事業を推進するに当たり、商工会会員だけではなく、関係機関、住民などを交え

た陸別商工業再生事業検討会議及び陸別市街地活性化プロジェクト委員会を立ち上げて、

検討を進めていく予定であります。

地域商店街活性化事業。これは国費事業でありまして、事業実施主体は商工会になりま

す。補助金上限４００万円で補助率は定額。今回、この４００万円が商工会に内示があっ

たという、採択されたということであります。

事業の内容としては、ソフト事業でありますけれども、地域状況の調査分析。

１として、ニーズ調査、住民アンケート調査を行います。これは世帯単位で行うという

ことになります。それから、商業者等の意識調査。

２として、マーケティング調査。①として、地域コミュニティー機能検討調査、②とし

て、空き店舗活用コミュニティー事業。

３として、地域調査、既存資料調査等であります。

次が、町が補助する事業になります。

地域商業再生事業、これは単独事業でありまして、事業実施主体は商工会になります。

事業内容、つまり今の説明しました地域商店街活性化事業、ソフト事業でありますけれ

ども、それのハード整備に向けた地域商業再生計画、コミュニティ再生事業計画の調査、

策定を行うものであります。

１としては、事業計画案の検討。

２として、事業計画書の作成であります。

事業費の内訳でありますけれども、まず国費の分、地域商店街活性化事業、地域状況調

査分析、４３２万円の事業費で、国費が４００万円、町の補助金が２９万９,０００円

で、自己資金が２万１,０００円。摘要としては、ニーズ調査、マーケティング調査、地

域調査、空き店舗を利用したコミュニティー機能の再生事業。

地域商業再生事業、これは町の補助に伴う事業でありますけれども２４０万５,０００

円。町の補助金が２２０万５,０００円、自己資金が２０万円。内容としては、コミュニ

ティ再生事業計画策定と先進地事例の視察などになります。

全体事業費としては６７２万５,０００円でありまして、国の補助金４００万円、町の

補助金２５０万４,０００円、自己資金２２万１,０００円の内訳となっております。

それでは、予算書、歳入のほうにお戻りください。歳入、４ページになります。

１、歳入。

９款地方交付税１項地方交付税１目の地方交付税１節の地方交付税で、財源としては普

通地方交付税２５０万４,０００円を当てるものでありまして、補正後の普通地方交付税
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の額は２０億３,９２０万３,０００円であります。確定額が２３億４,８３６万５,０００

円でありますので、現在３億９１６万２,０００円を留保しているということになりま

す。

以上、説明を終わらせていただきます。

以後、御質問によってお答えをしていきたいというふうに思っておりますので、御審議

のほどよろしくお願い申し上げます。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） これから、議案第６８号平成２５年度陸別町一般会計補正予算

（第５号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。

３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 地域商店街活性化事業ということで、本当に町民の暮らしにすぐ

かかわってくる問題ではないかなと思っています。まず、住民にアンケート調査及び商業

者の意識調査ですとか、マーケティングですとか、まずいろいろな調査を行い、商店街の

活性化につながるように再生計画を策定し、本事業を実施するとあるのですけれども、こ

の後どういう考えがあるのか、わかる範囲で結構ですので、これを踏まえて終わった中

で、今後どういう対応をとられるのかお願いいたします。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） 今御指摘がありました今後の方向性でありますけれども、で

きれば今年度中に、この国費事業の調査と商工会単独事業の調査を平行して行いまして、

できれば２６年度に、ハード面での事業へ向けていくという、商工会の意向としては聞い

ております。国費の補助も含めて、２６年度は考えていくということは聞いておりますの

で、まず今年度はこの二つの調査を行いまして、２６年度はハード面、施設整備を含めた

国の補助の申請に向けて取り組みをしていくということで意見交換を行っているところで

あります。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 今の答弁、わかったのですけれども、速やかに、やはり町民の安

心・安全な暮らしを守るという意味で、地域の商店街がなくなるということは非常に困り

ますので、早急に進めていただいて、また２６年度においても、行政の力も借りて、ぜひ

とも商工会、商店街をよみがえらせていただきたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） 私どもも議員同様に考えておりますので、速やかに商工会と

情報交換をして意思疎通を図りながら、まずこのソフト事業、両方について進めていきた

いと、そういうふうに思っております。
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以上であります。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認めます。これで終わります。

これから、議案第６８号平成２５年度陸別町一般会計補正予算（第５号）を採決しま

す。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第６８号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第３ 発議案第４号議員の派遣について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第３ 発議案第４号議員の派遣についてを議題とします。

お諮りします。

１０月１６日から１９日までの３泊４日の行程で、常任委員会合同による道外視察に議

員全員を、１１月８日に開催される十勝町村議会議長会主催の議員研修会に議員全員を派

遣したいと思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、本件は、議長発議のとおり派遣することに決定しました。

────────────────────────────────────

◎日程第 ４ 議案第６１号平成２４年度陸別町一般会計歳入歳出決算認

定について

◎日程第 ５ 議案第６２号平成２４年度陸別町国民健康保険事業勘定特

別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第 ６ 議案第６３号平成２４年度陸別町国民健康保険直営診療施

設勘定特別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第 ７ 議案第６４号平成２４年度陸別町簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算認定について

◎日程第 ８ 議案第６５号平成２４年度陸別町公共下水道事業特別会計
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歳入歳出決算認定について

◎日程第 ９ 議案第６６号平成２４年度陸別町介護保険事業勘定特別会

計歳入歳出決算認定について

◎日程第１０ 議案第６７号平成２４年度陸別町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算認定について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第４ 議案第６１号平成２４年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定についてから、日程第１０ 議案第６７号平成２４年度陸別町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。

あらかじめ、申し上げます。

ただいま議題としました平成２４年度各会計に係る決算認定については、昨日の決定の

とおり、本日は、町による各会計の説明と監査意見に関する質疑までを行うこととし、決

算認定にかかわる質疑は、第１７日目の９月２６日以降に行います。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第６１号平成２４年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定について、続きまして、議案第６２号平成２４年度陸別町国民健康保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について、議案第６３号平成２４年度陸別町国民健康保険直営診療

施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６４号平成２４年度陸

別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６５号平成２４年度陸別町

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６６号平成２４年度陸別町介

護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６７号平成２４

年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、以上、議案第６１号から

議案第６７号まで、７件一括提案を申し上げたいと存じます。

地方自治法第２３３条第３項の規定によりまして、別紙に監査委員の意見を付しまして

議会の認定を求めるものでございます。

内容につきましては、副町長より説明をしたいと存じますので、御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第６１号から６７号まで一括して説明をさせ

ていただきます。

最初に、追加資料を配付させていただきました。それの資料ナンバー２をごらんいただ

きたいと思います。

これは、平成２４年度の歳出決算資料でありまして、各課配当別に予算額、決算額をあ

らわした一覧であります。したがって、決算書の中の科目別の予算額、それから決算額と

は同額ではありません。まず前もって、それを説明させていただきます。
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それと、下のほうに二重丸が二つありますけれども、まずこの二重丸について説明申し

上げます。

一般会計は、各課などへの配当決算額を記載しております。人件費、一般職、それから

特別職、この分の人件費については、一般会計分は総務課に配当を受けておりますので、

総務課の予算の中に含まれております。それから、特別会計の予算額、決算額につきまし

ては、各決算額とイコールになります。特別会計に係る人件費も、本当は総務課が配当を

受けているのですけれども、決算上は特別会計のこの予算額、決算額のほうに全部含めて

表にしております。ただ、人件費でも、時間外勤務手当については各課に配当しておりま

すので、それぞれ総務課ですとか町民課、時間外勤務手当については各課に職員分を配当

していると、そういったことで御理解をいただきたいと思います。

まず、総務課分になりますけれども、予算額につきましては２６億３,４０４万９,４１

０円、決算額が２６億９６７万４,６８１円です。予算額に対する執行率は９９.０７％と

なります。不用額は２,４３７万４,７２９円となります。なお、総務課には、企画財政関

係の基金関係、それから特別会計への繰出金、そういったものも総務課の中には含まれて

おります。

それから、町民課関係につきましては、予算額が２億１,０５０万２,５９０円、決算額

が２億６７８万８,３８７円、執行率は９８.２４％となります。不用額につきましては３

７１万４,２０３円。町民課につきましては、国保会計と後期高齢者の特別会計も担当し

ております。国保会計につきましては４億７,３６２万円の予算に対して、決算額が４億

５,４８４万７,３２０円、国保会計については９６.０４％の執行率。それから後期高齢

者特別会計につきましては、予算額が３,９６０万６,０００円に対して、決算額が３,８

７６万５,３３９円で９７.８８％の執行率となります。不用額が８４万６６１円となりま

す。

それから、保健福祉センターに配当の分につきましては、予算額が２億９,３２２万５,

０００円、決算額が２億８,６３２万８９９円、執行率としては９７.６５％となります。

不用額につきましては、ここに記載の６９０万４,１０１円です。保健福祉センターは介

護のほうで、介護保険の特別会計も担当しておりますので、予算額が２億３,４７９万９,

０００円に対して、決算額が２億２,４０２万１,４３６円で９５.４１％の執行率、不用

額が１,０７７万７,５６４円となります。

産業振興課につきましては、６億７,８１１万１,０００円の予算に対して６億６,３２

９万９,３２１円、執行率としては９７.８２％、不用額が１,４８１万１,６７９円となり

ます。

それから建設課では、６億５,０３４万７,０００円の予算に対して５億９,７８７万６,

５３９円、繰越明許費３,９４０万９,５００円、それから不用額が１,３０６万９６１円

となります。それで、繰越明許費の３,９４０万９,５００円は、もう入札等で繰越明許に

しておりますが、予算額は４,３８９万円です。つまり４,３８９万円は予算額の中に入っ
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ておりますけれども、実際に明許として繰り越しするのは３,９４０万９,５００円という

ことで、その差引残４４８万５００円は、不用額の中に含んでいるということになりま

す。建設課の一般会計の執行率は９１.９３％となります。

それから、建設課においては、上下水道で簡易水道と下水道の二つの特別会計も担当し

ております。簡易水道につきましては予算額が１億５,５１０万１,０００円で、決算額が

１億５,１６７万５,０４１円、９７.７９％の執行率、不用額が３４２万５,９５９円で

す。それから、下水道会計につきましては１億１,４８３万９,０００円の予算に対して１

億１,３１７万３８０円の決算額で、執行率が９８.５５％、不用額が１６６万８,６２０

円となります。

それから、教育委員会につきましては、１億４７８万３,０００円の予算に対して、決

算額が９,７２８万５,４８２円で９２.８４％の執行率、不用額が７４９万７,５１８円と

なります。

国保診療所は、特別会計ですから直診会計があります。４億１,３２７万４,０００円の

予算に対して３億９,８１７万６,８７３円、９６.３５％の執行率、不用額が１,５０９万

７,１２７円となります。

それから、議会につきましては３,８９６万４,０００円の予算に対して３,８５６万７

１２円でありまして、執行率が９８.９６％。４０万３,２８８円の不用額。

監査につきましては２２３万４,０００で、決算額が２１５万６,５３０円、９６.５３

％の執行率。不用額が７万７,４７０円となります。

選挙管理委員会は４１３万４,０００円でありまして、３９６万８,４６２円の決算額、

９６％の執行率、１６万５,５３８円の不用額となります。

農業委員会が５２４万５,０００円の予算に対して、４９３万６,１８４円、９４.１１

％の執行率、不用額が３０万８,８１６円となります。

それで、一般会計の予算額が４６億２,１５９万５,０００円に対して、決算額が４５億

１,０８６万７,１９７円、繰越明許費が３,９４０万９,５００円、不用額が７,１３１万

８,３０３円となります。特別会計の合計につきましては、予算額が１４億３,１２３万

９,０００円でありまして、決算額が１３億８,０６５万６,３８９円、執行率は９６.４７

％となります。不用額が５,０５８万２,６１１円となります。

一般会計の執行率は、合計で９７.６％となります。

それで、この下の表になりますけれども、一般会計と特別会計の陸別町全体の予算規模

が、２４年度分ですが６０億５,２８３万４,０００円の予算に対して、決算額が５８億

９,１５２万３,５８６円、執行率にしますと９７.３３％となります。繰越明許費３,９４

０万９,５００円、不用額が１億２,１９０万９１４円となります。

これが、２４年度の陸別町全体の予算の執行状況となります。

それで、監査意見にもありますけれども、歳入のほうは、決算額でいきますと、ちょっ

と千円単位で申しわけないのですが、一般会計の歳入の決算額は４６億７７８万３,００
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０円であります。そのうち一般財源と言われるものが３３億２,３４６万５,０００円。そ

れから、特定財源と言われるものが１２億８,４３１万８,０００円あります。これは、監

査意見書の９ページにも記載されておりますけれども、それらを各課に当てはめていきま

すと、総務課においては１億９,５２７万４,０００円の特定財源、それから町民課につき

ましては４,８２７万５,０００円の特定財源、保健福祉センターについては１億３,１８

６万１,０００円の特定財源、産業振興課につきましては５億３５８万５,０００円の特定

財源、それから建設課につきましては３億９,３６８万８,０００円の特定財源、教育委員

会においては７８９万４,０００円の特定財源、あと議会、監査はございません。選挙管

理委員会においては３４１万９,０００円、それから農業委員会においては３２万２,００

０円の特定財源。合わせて１２億８,４３１万８,０００円の特定財源。差し引きした一般

財源が３３億２,３４６万５,０００円となっております。

追加資料の説明は終わらせていただきまして、次に、修正版の資料が配付されているか

と思います。これについて、御説明を申し上げます。

説明資料の修正版がお手元に配付されていると思いますが、実は事前に配付いたしまし

た資料、当初の資料番号ナンバー１５、起債の残高等推移、それから交付税の推移であり

ますけれども、実は、起債残高等の推移の中で、下水道会計で数字の誤りがありました。

したがって、下水道会計の元利償還金５,９９８万３,０００円が間違っておりましたの

で、下水道会計の元利償還金、それから年度末起債残高の訂正と全会計の元利償還金の金

額と年度末起債残高の訂正ということで、修正版ナンバー１として配付させていただいて

おります。したがって、前に配付しましたナンバー１５の資料は、参考にしないでいただ

きたいと思います。バッテンをしておいていただきたいと思います。

それから、事前に配付しました資料ナンバー２１の修正であります。修正版の資料２と

して今回配付させていただきました。これは２４年度のコテージ村の利用実績でありまし

て、事前に配付させていただいたナンバー２１の訂正版となります。訂正箇所は、７月、

９月、１１月、２月のコテージ宿泊の金額に訂正がありました。したがって、合計額も訂

正になります。この修正版を、今後参考にしていただきたいと思います。事前に配付しま

した資料ナンバー２１のほうは破棄をしていただきたいと思います。

それでは、議案第６１号平成２４年度陸別町一般会計歳入歳出決算について御説明を申

し上げます。

まず最初に、資料の説明を簡単にさせていただきたいと思います。

決算書の１２１ページをお開きください。これは説明資料になっておりまして、第１表

から第６表までございます。

まず、次のページ、１２２ページをお開きください。

第１表は、２４年度の一般会計の歳入歳出決算の総括であります。

ただいま説明させていただきましたけれども、予算額４６億２,１５９万５,０００円で

ありますが、決算額、歳入が４６億７７８万３,０２４円、歳出が４５億１,０８６万７,
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１９７円、差し引き９,６９１万５,８２７円が２５年への繰り越しとなりますが、財政調

整基金に、この中から４,０００万円を積んでおります。それから、翌年度への繰越明許

の財源２,６３６万円を引いた３,０５５万５,８２７円が２５年度への繰越金となりま

す。予算に対する決算額の比率については、歳入が９９.７％、歳出が９７.６％の執行率

ということになります。

それから、第２表は、歳入実績の２３年度との各款ごとの比較表になっております。

この中で、この数字を見ていただければわかるかと思いますが、２４年度の歳入の特徴

としては、地方交付税が歳入全体での割合が５７.３％と、地方交付税の割合が断トツ

に、前年度から見ると約８％上回っているということになります。

昨年も説明したかと思うのですが、町税とか分担金、負担金、使用料等々、町の条例な

どで定められている自主財源というのは、２４年度においては２３.３％、それから２３

年度が２４.４％ですから、陸別町の独自の財源が１.１％減額になってきているという状

況があります。一方では、その分、依存財源、つまり先ほど言いました交付税ですとか、

そういったものへの依存度が高まっているという歳入の状況であります。

次の表、第３表は歳出の各款ごとの実績であります。

一番ウエート的に高いのは、総務費が２８.６％と一番比率は高くなっております。２

番目に農林水産業費、３番目に民生費と、このような状況になっております。

それから、第４表の町税徴収実績であります。

現年度分、滞納繰越分とありまして、町民税分、この中で収入未済額７３万５,６４３

円、これは２１人、５７件分。それから個人分で５７万９,６４３円、これは２０人分で

５６件。それから、法人分で１５万６,０００円、１人、１件。固定資産税では、不納欠

損１万４,７００円で１件ございます。それから、純固定資産税で２０万４,９００円の収

入未済額、これは１０人で３９件。それから軽自動車税では１人、１件の未収で７,２０

０円。合わせて、現年度分で９４万７,７４３円の未収、３２人の９７件となります。

それから滞納繰越分ですが、まず町民税分で、不納欠損が３万２,６７０円、これは２

件になります。それから収入未済額５１万１,３２３円、これは１４人の４７件となりま

す。それから固定資産税で、未収ですが２７万５,０００円、これは１６人の７３件とな

ります。それから軽自動車税、不納欠損が１人、１件、７,２００円。それから収入未済

額８,０００円、２人、２件となります。滞納繰越分でいくと、不納欠損で３件、３万９,

８７０円、収入未済額で３２人の１２２件で７９万４,３２３円となります。

次のページ、第５表、歳出の性質分析表でありまして、これは２４年度の財政状況調査

から、この決算書に添付しているものでございます。まず人件費、扶助費、公債費から、

人件費でいくと６億６,８４０万１,０００円、扶助費が２億５１８万６,０００円、公債

費が４億８,９００万９,０００円、いわゆる義務的経費と言われるものでして、この三つ

の金額が１３億６,２５９万６,０００円、２４年度は３０.２％となります。歳出に対す

る割合です。それで、２３年度は１３億７,３６６万５,０００円の義務的経費でしたが、
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割合は２８.５５％ということです。ただ、先ほど言いました町の自主財源と言われるも

の、町独自でもらうお金なのですが、２４年度は１０億７,２３４万９,４１９円の決算と

なります。そうすると、約２億９,０２４万７,０００円が足りないと。つまり、交付税で

すとかそういったものも充当してお金を払っているという、そういう仕組みになります。

それから第６表につきましては、最近５カ年間の決算額調ですので、後ほどごらんをい

ただきたいと思います。

それでは、決算書、歳入の８ページをお開きください。

歳入でありますけれども、まず、説明しない資料が今後出てきますけれども、その資料

については、後ほど御参照いただくということで、御了解をいただきたいと思います。

それでは、まず資料のナンバー１０をお開きください。資料のナンバー１０は、繰越明

許費の関係でして、２４年度と２５年度の繰越明許費となります。

それで、まず下の表、２４年度繰越明許費事業実績一覧、これは２３年度から２４年度

に繰り越した金額となります。決算書でいけば、歳入の予算現額の継続費及び繰越事業費

繰越財源充当額と、そこに入ってくる金額になります。

それで、まず下の表でいきますと、畜産担い手育成総合整備事業、これは１９節です。

それで、繰越額と実績と分かれております。それと、実績に対する財源内訳で、国、道支

出金、起債、その他財源、一般財源となります。

それで、まず畜産担い手育成総合整備事業、これについては繰越額、これは予算額にな

りますが４,１５８万７,０００円に対して、実績が４,１３７万１,８９４円。これは、歳

出の決算書の７４ページにこの数字が出てきます。それから、財源内訳の９２２万７,０

００円、これは道支出金ですけれども、これは予算額が９１２万円でありまして、歳入の

決算書の２２ページにこの数字が出てきます。それから３,１７６万８,８９４円、これは

基金なども含みますけれども、予算額が３,２０９万１,０００円でして、歳入の決算書１

４ページにこの数字が予算額として出てきます。

それから、その下の第２トラリ地区畑地帯総合整備事業ですけれども、繰越額が４,６

１０万９,０００円で実績額が４,６１０万８,６１５円、これは全額起債充当になりま

す。これは、歳出の４,６１０万９,０００円は、歳出の決算書７６ページ、それから起債

については、歳入の決算書の３４ページにこの金額が出てきます。

それから、その下の交通安全施設事業、町道共栄線１,６０６万５,０００円の予算で、

実績も同額ですけれども、これは歳出の８６ページに出てきます。それから国、道支出金

の８８３万５,７５０円、これは歳入の１８ページと２０ページに予算額として出てきま

す。それから起債の７２０万円、これは歳入の３４ページに出てきます。合計１億３７６

万１,０００円の予算に対して１億３５４万５,５０９円の実績ですが、この１億３７６万

１,０００円の予算額については、歳入歳出それぞれ３６ページと１０８ページに、この

予算額が出てきます。

それから、起債は５,２８０万円、これは予算書、歳入の３４ページ、それから基金の
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３,２０９万１,０００円の予算については、歳入の１４ページにこれが出てきます。一般

財源で９１万３,８６５円とありますが、これは前年度繰越金を充当しておりますので、

予算額は９１万５,０００円で予算を議決しておりますけれども、これは歳入の３０ペー

ジに繰越金の特財として出てきますので、参考にしていただければと思います。

それから、その上の２５年度の繰越明許事業一覧ですが、これは全部歳出のほうになり

まして、まず農畜産物加工研修センター管理費１８７万９,５００円、これは予算額は１

９９万５,０００円であります。予算額については、歳出の７３ページに出てきます。

それから、住宅建設費、社会資本整備総合交付金事業３,０４５万円、これは予算同額

でありますけれども、歳出の９１ページにこの金額が出てきます。

それから、給食センター建設事業７０８万円の繰り越しとなっておりますが、予算額は

１,１４５万円で議決をいただいております。１,１４５万円の金額は、９３ページ、１０

５ページ、１０７ページに出てきます。

それから、歳出合計で３,９４０万９,５００円、歳出の１０９ページに出てきます。そ

れで、この繰越額１８７万９,５００円、３,０４５万円、７０８万円、３,９４０万９,５

００円と、今言った各ページにこの金額が出てきますが、先ほど言いました予算額のほう

については、補正後の予算額なり予算総体の中にこの金額が入ってきますので、４,３８

９万５,０００円の合計になりますけれども、３,９４０万９,５００円を引いた残りが不

用額として残ってくると、来年度ですね。そういったことで御理解をいただきたいと思い

ます。

それでは、決算書８ページにお戻りいただきたいと思います。

まず、歳入、１款町税であります。

まず資料については、資料の１１から１２、１３に町税の調定・収入状況一覧、それか

ら十勝市町村税滞納整理機構、引継収納状況、それから不納欠損の内容など、資料を１

１、１２、１３と添付しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

まず町税では、収入済額では３億８９７万２,８９３円で、収納率としては９９.４２％

です。前年度から見ると５５６万６,４４４円、町税としては全体で減収になっておりま

す。不納欠損については、４件の５万４,５７０円、収入未済額については１７４万２,０

６６円で、６４人の２１９件となっております。

それから、１項町民税ですけれども、収入済額が１億１,８５４万２,３４７円で、前年

比でいくと１２４万５,４８１円減収となっております。不納欠損については３万２,６７

０円で２件、収入未済額が１２４万６,９６６円で、３５人の１０４件となっておりま

す。

それから、個人でいきますと９,８５１万２,２４７円の収入でありますが、前年度並み

ということで整理しますけれども、実際には約８７万円ほどの減収になっているというこ

と。不納欠損は、今言った３万２,６７０円で２件、それから収入未済が１０９万９６６

円で、３４人の１０３件となります。それから、現年度分９,７９５万７,０４４円で、前
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年度から見ると７３万１,７０４円の減収となります。未収が５７万９,６４３円、２０人

の５６件ですが、９人、２１件、２０万８,９１３円が８月末までに入金となっておりま

す。それから、滞納繰越分で５５万５,２０３円の収入済額ですが、不納欠損で３万２,６

７０円、それから未収で５１万１,３２３円、１４人の４７件ですが、８月末までに６

人、１０件、７万９,２８１円が入金になっております。なお、収入済額の５５万５,２０

３円の中に、税滞納整理機構からの４件、１２万８,７６３円の引き継ぎが入っておりま

す。

それから、法人、現年度分では２,００３万１００円で、前年度よりも３７万７,４００

円の減収、収入未済額では１件、１５万６,０００円となっております。２項固定資産税

１億６,４６５万８,８００円、不納欠損が１件、１万４,７００円、未収が４７万９,９０

０円で、２６人、１１２件となっております。収入済額においては、前年度から見ると３

６５万６,９００円の減収となっております。それから、１目固定資産税の現年度分と滞

納繰越分を合わせた金額１億５,７３８万２,２００円。前年度から見ると３６４万３,０

００円ほど減収であります。不納欠損額１万４,７００円、４７万９,９００円の未収と。

それで、滞納繰越分で９万７,２００円の収入がありました。未収が２７万５,０００円と

なります。９万７,２００円の収入のうち税滞納整理機構から４件、３万８,０００円を含

んでおります。それから、未収の２７万５,０００円のうち、これは１６件、７３人です

が、８月末までに２人、５件で３万円の入金がありました。

３項の軽自動車税、収入済額については４８２万３,１００円で、前年度から見ると１

３万７,９６３円の増となっております。不納欠損で１件、７,２００円、未収が１万５,

２００円で、３人、３件となっております。現年度分で４７９万４,３００円、未収が７,

２００円、１件であります。この１件については、８月までに入金になっております。滞

納繰越分の２万８,８００円、これは不納欠損１件７,２００円、８,０００円の未収、２

人、２件となっております。

たばこ消費税については、１１ページですけれども、現年度分で２,０９４万８,６４６

円で、前年度から見ると８０万２,０００円ほど減収となっております。

以下、２款の地方譲与税から利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金か

ら１２ページ、１３ページにかけての地方消費税交付金、ここまでは記載のとおりの金額

となっております。

それから、１２ページの７款自動車取得税交付金、これは、今言った２款からの部分、

地方譲与税以下、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、それから地方

消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、これは全て一般財源

ということになります。まず、金額の増減が大きいものとしては、８款地方特例交付金、

今年度２９万２,０００円の決算ですが、前年度は１,０４４万１,０００円ということ

で、大幅に減額になっております。これは、御存じのとおり、２４年度から児童手当と子

ども手当の特例交付金が廃止されたということと、減税補塡特例交付金も廃止になった
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と。対象になるのが個人住民税における住宅借入金等の特別税額控除額、これらが対象に

なるということで大幅に減額になっております。

それから、次のページ、９款地方交付税でありますけれども、修正版の資料１の下段の

表に、交付税と臨時財政対策債の推移というものをつけておりますので、後ほどごらんを

いただきたいと思います。

それから、１０款の交通安全対策特別交付金、これはもう御存じかと思いますけれど

も、交通反則金の部分が一定の計算で交付されるということで、陸別町は５３万４,００

０円の収入があったと。

それから１１款の分担金及び負担金、これは自主財源となるものでして、款の合計とし

ては６,１３４万９,４７１円。前年度と比較しますと３,４５６万３,８０８円の減額と

なっております。大きい要因としては、農業費分担金、畜産担い手育成総合整備事業受益

者分担金が大幅に落ち込みをしております。まず、総務費分担金１５２万１,８１８円、

前年と大体同額であります。これはＵＨＢとＨＴＢの地デジの中継局の施設整備分担金

で、これは２６年度まで入ってきます。今説明した農業費分担金５,６６０万２,００５

円、これは前年度と比較しますと３,４６７万６,０５４円の減額と、そのようになってお

ります。この畜産担い手育成総合整備事業につきましては、明許分と現年度分がございま

すので、まずその明許分で大きく５,３７０万円ほど減額になっておりまして、現年度分

では逆に１,９００万円ほどふえていると。それぞれ増減がございますけれども、節とし

ての合計額については今言った前年対比でいくと３,４６７万６,０００円ほどの減になっ

ていると。それから負担金ですけれども、老人福祉費負担金３２２万５,６４８円、これ

は老人福祉施設入所措置費の徴収金で、７名分の負担金、これは町外の老人ホームに入っ

ている方です。

それから、１２款の使用料及び手数料、総額で１億３,３９８万３,６３６円。前年比で

見ますと５５４万２,３４０円の増。それから、使用料でいきますと１億２,６７５万８,

８４６円で、５６４万５,２１０円の前年比増となっております。それで、総務使用料で

いきますと３,５９６万１,３６２円の収入済みで３１４万９,９４３円の増と。それか

ら、１節の行政財産使用料６１７万４,０６２円、これは３７万４,８００円ほど前年度よ

り多くなっておりますが、これは庁舎ですとか町有地、天文台などの１３施設の使用料が

この中に入ってきます。主な増の要因は、今言いました天文台の使用料がふえております

ので、その分が増収の要因となります。

次のページ、福祉館等使用料７万３,５５０円、これは目的外使用によるもの。３節の

タウンホール使用料１８万８,５００円、前年度よりも６万６,４００円ほど増収となって

おります。ふるさと交流センター使用料１,３９８万２,０００円の収入額。資料ナンバー

１９の１に管理費の内訳、１９の２にオーロラハウスの利用状況の資料を添付しておりま

す。

ちなみに、オーロラハウス、ふるさと交流センターの宿泊者については３,７９２人と
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いうことで、前年度から見ると５９３人ほどふえております。それに伴って、前年度から

見ると２２０万３,２００円の増ということになります。

それから、５節の銀河の森宇宙地球科学館等使用料１,５５４万３,２５０円。前年度か

ら見ると５６万４,３９０円ほどふえておりますが、まず天文台でいきますと、２４年度

においては９,１４３人、前年度から見ると６３２人ふえております。資料ナンバー２０

に天文台の実績、修正版資料ナンバー２にコテージの利用実績の資料を添付しております

ので、ごらんをいただきたいと思います。それから、コテージについても６４０棟の利用

で、２１棟前年からふえていると。天文台の収入としては２８８万６,０００円、コテー

ジについては１,２６５万７,２５０円となります。

それから民生使用料、これは大体前年度並みの収入状況になっております。老人福祉使

用料については、福寿荘入居者６名分の使用料、それから児童福祉使用料については、保

育所の使用料。２３年度までは学童保育所の使用料もここに入っておりましたけれども、

２４年度から学童保育については教育委員会のほうに所管がえしております。それから未

収で２万３,０００円ありますが、２世帯、１万３,０００円が８月までに入金となってお

ります。それから、３節の福祉住宅使用料５９万７,９００円、これはからまつハウス６

人分であります。それで、先ほど保育所の使用料を言いましたけれども、ことしの３月２

５日、卒園式現在ですけれども、２歳児が９人、３歳児が２１人、４歳児が１６人、５歳

児が１５人、合計６１名となっておりました。

３目の衛生使用料１節の保健衛生使用料２３０万５,５２０円、これは公衆浴場使用

料、墓地使用料であります。それから、２節の水道使用料３５９万７,２２０円、これは

小利別の専用水道の使用料となります。

それから、４目の農林水産使用料１節の農林水産使用料５万７,８３０円は加工セン

ターの使用料。それから、２節の営農用水使用料５２３万２,２５０円、これは上陸別地

区の営農用水、トラリ地区の営農用水となります。上陸別地区の営農用水については３２

２万５,６５０円、トラリ地区については２００万６,６００円。上陸別については４６５

件、トラリについては２５６件、合わせて７２１件分の５２３万２,２５０円となりま

す。

それから、５目の商工使用料６万７,９８２円、これについてはイベント広場の使用

料。

６目の土木使用料１節の道路橋りょう使用料２２２万７,６５７円、これは町道占用料

になります。延べ件数で１２件。

それから、次のページ、１９ページ、２節の河川使用料６万１,７８２円は、町の管理

河川に係る占用料、延べ件数で２０件であります。それから、３節の住宅使用料６,５５

７万７,３００円、これは町営住宅、改良住宅、特公賃住宅等々の使用料となります。未

収が１４万９,９００円、これ１件ありますが、８月までに１件、１万２,５００円入金と

なっております。
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それから教育使用料ですが、社会教育使用料６万７,４４３円は、公民館の陶芸室の使

用料。それから、資料館使用料、これは関資料館でありますが９万３,６００円。学童保

育所使用料９２万４,０００円、これは１２名分であります。

それから、手数料関係ですが７２２万４,７９０円、前年度から見ると１０万２,８７０

円収入が落ち込んでおります。１節の総務手数料１４８万９,３００円、これは戸籍関係

が主なものです。戸籍証明から住民基本台帳の証明などが主なものであります。

それから、２目の衛生手数料１節の衛生手数料５７２万３,４９０円。これは主な要因

としては、ごみ袋の販売収入が５５６万２,５９０円、これが大きいものです。それから

２節の水道手数料はございません。それから３目の農林水産手数料、営農用水手数料１万

２,０００円については、工事検査３件分であります。

○議長（宮川 寛君） １１時２０分まで休憩いたします。

休憩 午前１１時０５分

再開 午前１１時２０分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） １３款国庫支出金でありますけれども、２４年度においては

１億７,１３５万４,５７４円で終えております。

それから、１目民生費負担金、１節社会福祉費負担金ですけれども６,６２６万８,２１

５円ということで、主に国から入ってくる国保の保険基盤安定負担金ですとか、障害者給

付費負担金、それぞれ２分の１が入ってきております。それから、２節児童福祉負担金

１,９７０万２３２円、これは子ども手当負担金２分の１分、それから障害者の介護給付

費で１,９７０万２３２円。２項国庫補助金８,０１９万５,７５０円。前年度から見ると

２億６００万円以上減額となっております。１目民生費補助金、１節社会福祉費補助金で

４９万３,０００円、これは地域生活支援準備費補助金、２節児童福祉費補助金５７３万

４,０００円は、保育所の運営費、次世代の育成支援対策分。

それから、次の林業費補助金１０１万８,５００円は、美しい森林づくり関係の補助

金。

それから、３目土木費補助金、１節道路橋りょう費補助金３,４７９万７,２５０円、こ

れは雪寒機械の７トンダンプの補助金ですとか橋梁の長寿命化修繕計画に係る分。それか

ら、２４年度限りで除雪対策費として５００万円の補助がありました。それから、２節の

住宅費補助金３,７９６万７,０００円、これは社会資本整備の補助金で、公営住宅２棟４

戸の建設、３棟１１戸の解体、外壁塗装が６棟３６戸分の補助金。

それから、４目の教育費補助金、１節教育総務費補助金１８万４,０００円は、学校支

援地域本部事業費。２節小学校費補助金は特殊学級の就学奨励補助金２分の１分です。

それから、３項委託金で５１９万３７７円。総務費管理費委託金、これは自衛官募集と

外国人登録で２２万１,０００円。次の、選挙費委託金については、昨年の１２月に執行
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した衆議院議員選挙費の委託金３４１万８,７８１円。

３目民生費委託金、児童福祉委託金、これは特別児童扶養手当の事務取扱費。それか

ら、国民年金費委託金は１５４万９,１４４円、これは拠出年金事務取扱関係です。

１４款道支出金１億９,２３６万８,９２３円。１項道負担金の民生費負担金、社会福祉

費負担金５,２６３万３,５１２円、これは国と同様、国保事業の保険基盤安定分ですとか

民生委員活動費、障害者の給付負担金等々、それぞれ４分の１分。あと、国保の保険基盤

安定負担金の保険料軽減分については４分の３、それ以外については、大体４分１の補助

となっております。それから、２節の児童福祉費負担金４２７万７,２９３円、これは子

ども手当に係る負担金が主なものであります。

それから、２項の道補助金１億３,１０６万７,６０４円。１目民生費補助金１節の社会

福祉費補助金８２４万５,８２６円、これは主に重度心身障害者の医療費ですとか、ひと

り親家庭の医療費の補助金、乳幼児医療費補助金、それから福祉灯油の５０万円等々が含

まれております。それから、２節の児童福祉費補助金１５７万５,０００円、これは子育

て支援対策事業の補助であります。

それから、２目衛生費補助金の保健衛生費補助金１４７万９,０００円、これはがん検

診関係の補助金となります。

それから、３目労働費補助金、これは４９９万９,０１４円、これは緊急雇用創出推進

事業の介護施設の人材育成事業、これはＮＰＯ分と北勝光生会分の補助金となっておりま

す。

それから、４目農林水産業費補助金、次のページの１節農業費補助金７,８６１万９５

円は、農業委員会の補助金ですとか、次世代農業者支援事業ですとか、農業基盤強化資金

の利子補給ですとか、畜産担い手育成総合整備事業補助金、それから新規就農総合支援事

業補助金等々が入っております。それから、２節林業費補助金３,３０９万１,１９１円

は、森林環境保全整備事業ですとか、未来につなぐ森づくり推進事業、小規模治山事業補

助金、エゾシカ被害防止対策捕獲事業補助金等々が入っております。

それから、消費者対策費補助金は、地方消費者行政活性化交付金として、消費者対策事

業に充当されます。

それから、６目総務管理費補助金２５０万円、これは地域づくり総合交付金で、寄附を

受けた恩根内の住宅の体験住宅への改修に伴う補助金であります。

それから、３項委託金４３９万５１４円。１目総務費委託金、総務管理費委託金、これ

は土地利用規制ですとか権限移譲に係る分。それから徴税費委託金は、道民税の徴収委託

金。戸籍住民基本台帳委託金は、これは厚生調査ですとか電子署名の認証関係、統計調査

は委託金が１２万８,３６０円。

それから、２目衛生費委託金、これは前年と大体同額となっております。

それから、３目農林水産業費委託金、農業費委託金２８万５,６５９円は家畜伝染病予

防。それから林業費委託金９万４,０００円は有害鳥獣捕獲に係る許可。それから、４目
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商工費委託金は、これは商工会法に基づくもの。それから、５目土木費委託金３１万３,

９５４円は、樋門管理に係る分と建築確認申請に係る分。この委託金関係については、権

限移譲に係る分もこの中に全部含まれております。

それから、１５款財産収入１項財産運用収入４,５２０万８,９３３円、１目財産貸付収

入３,４７８万７,８６２円で、１節の土地建物貸付収入２,４０３万８７５円、これは町

有地の土地貸付収入ですとか職員住宅の貸し付け、ルナコートの貸し付けですとか教員住

宅関係、それから移住促進住宅関係の収入であります。２節の通信設備貸付収入７０８万

１,９８７円、これはインターネット用の光ファイバーの貸付収入でありまして、件数と

すれば４０８.５件、前年度から見ると７８件伸びております。それから３節機械器具等

貸付収入３６７万５,０００円は、コントラへの農業機械の貸付収入。

それから、２目利子及び配当金、これについては各基金関係の利子の金額１,０４２万

１,０７１円。

それから、不動産売払収入、土地売払収入９３万１,９４６円は、利別川改修に伴う鉄

道用地の北海道への売り払い２万３,４８７.０８平米。

それから生産物売払収入９８２万円、これは町有林の立木販売収入であります。

それから、１６款の寄附金、２目指定寄附金、１節の総務費寄附金４４７万３８０円、

これは寄附１１件分であります。

それから、１７款繰入金３億４８１万円。資料の１４に基金の増減の一覧がありますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。

ふるさと整備基金繰入金で５,８５０万円、それからいきいき産業支援金繰入金１億８,

５２４万円、ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金３,８０７万円、町有林整備基金

繰入金５００万円、それから公共施設等維持管理基金繰入金で１,８００万円、これは歯

科診療所の改修と庁舎改修に充当しております。

それから、前年度繰越金は３,４５２万４,０４０円で確定しております。

１９款諸収入１億６,８２７万８,１２０円。１項延滞金加算金及び過料で、１節の延滞

金１２万３,１１７円。これは軽自動車税３件、３,０００円。固定資産税で２件、３,８

００円。町税で２０件、１１万６,３１７円の延滞金となっております。町税の１１万６,

３１７円の中には、税滞納整理機構からの７万３,２０５円もこの中に含んでおります。

それから２項町預金利子、これは利子分です。

それから、３項貸付金元利収入、家畜導入貸付金収入７,２１６万１,８００円、これは

優良家畜の貸付収入でありますけれども、約定償還分が５,１２２万２,４００円、繰上償

還分が７１頭分、２,０９３万９,４００円となっております。

それから、次のページ、１節の貸付金元利収入５,００２万８,３７４円、これは民有林

の振興奨励事業の貸付金利子、それから信用保証協会への貸付金５,０００万円、これを

含んでおります。

それから、奨学資金貸付金収入１０５万７,８００円、これは９人分であります。未収



― 21 ―

金で２万９,２００円、１件あります。

４項受託事業収入で９０万４,２９５円。１節の農業費受託事業収入７２万２,６１０円

は、第２トラリ地区の総合整備事業に係る監督補助受託事業。

それから土木費受託事業収入は、道道除雪作業の受託。

それから、５項の雑入４,３８３万７,６４３円。ここで２目の弁償金２３万９,７３３

円、これは複写機使用料が１万１,７６０円、車両事故損害弁償金が２２万７,９７３円、

２件分です。

それから、３目雑入ですけれども、それぞれ大体当初予算どおりであります。２節の高

齢者福祉施設負担金３１８万６,６００円は、福寿荘の入居者６人分の負担金。それから

電話料、電気料は各施設関係。次のページの５節の雑入３,９６５万３,０７７円でありま

す。これは、大きなものとしては、昨年度、森林保険が１,５１７万３,０００円入ってお

りますので、それが大きなものとなっております。

それから、４目の過年度収入で、障害者福祉費等負担金過年度収入４１万８,４１９

円、これは２３年度分の道補助金の追加分であります。

それから、２０款の町債。まず、１目の総務債８,０９０万円、これは過疎ソフト事業

でありまして、資料ナンバー１６に事業費等一覧表がありますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。

それから、２目の民生債３,０００万円、これは高齢者交流センターに充当です。これ

も過疎債となります。

それから、３目農林水産業債の１節の農業債８,２２０万円、これは第２トラリ地区に

６,９８０万円、これは辺地債です。それから営農用水整備１,２４０万円、これは過疎債

となります。それから２節林業債５００万円、これは小規模治山上陸別地区への充当で

す。これは一般単独事業となります。

それから、４目土木債の道路橋りょう債４,８８０万円。地方特定道路事業新町８号線

２,４９０万円、それから町道共栄線交通安全施設整備工事７２０万円、これは過疎債。

建設機械の整備、雪寒機械１,６７０万円、これも過疎債となります。

それから５目消防債２４０万円、これは北海道総合行政情報ネットワーク更新事業であ

りまして、これも過疎債となります。

それから災害関係で、３７ページですけれども、１節の農林水産業施設災害復旧債２７

０万円、それから２節の公共土木施設災害復旧債３０万円、これは２３年９月２日から６

日までの台風１２号被害に係る財源となります。

それから、７目臨時財政対策債が１億５,４００万円。

歳入としては、予算額４６億２,１５９万５,０００円に対して、調定額４６億９７８万

１,７６０円、収入済額が４６億７７８万３,０２４円となります。不納欠損が５万４,５

７０円、収入未済額が１９４万４,１６６円で、歳入の決算を終えております。

次に、歳出になります。
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歳出については、資料の１７の１、２に人件費の比較表を載せておりますので、後ほど

ごらんをいただきたいと思います。

１款議会費につきましては５,６２３万２,８５７円。７２０万円ばかり減額になってお

りますが、その要因とすれば、職員１名の人事異動に伴う人件費の減額、それから議員共

済費の減額が主な要因となっております。

それから、２款総務費１２億９,１４８万９,９１０円。１項総務管理費で１２億４,１

９９万１,７９１円。１目一般管理費で２億２,８９２万６,０８４円。一般管理費につい

ては、総務課の電算システム関係、それから職員の福利厚生費、研修関係、それと一般管

理費に係る総務課と一部町民課職員の人件費が主なものであります。

次のページ、備品購入で３１３万８９０円。これは主要事業にもありますけれども、電

算システムの更新事業３１０万３,８００円、これはウインドウズＸＰが２６年４月で終

わるということで、２４年度と２５年度の２カ年計画で庁舎関係の電算を更新するという

内容であります。

それから、負担金補助及び交付金で１,７２２万２,１９９円、これは主要事業にもあり

ますけれども、北海道自治体情報システム協議会負担金１,６２７万８,７８４円。通常の

負担金は１,１２６万３,９８４円で、ＩＤＣ移行の運用事業負担金が５０１万４,８００

円となっております。

それから、２目文書広報費については、町民課広報広聴統計担当の予算が主なものであ

ります。広報発行関係、それとインターネットの関係が主なものです。

それから、３目財政管理費５５万９,４４０円は、予算書の印刷、４目会計管理費、１

１節７２万２,１３７円は決算書の印刷となります。

それから、５目の財産管理費８億２,８２５万３,３５６円。この予算の主なものは、総

務課の各担当が管理する役場庁舎の維持管理ですとか総務課所管の車両に係る維持管理

費、それから福祉館等の維持管理費、それから陸別鉄道に係る分、それから町民課の税務

担当の地籍図関係、広報広聴担当のテレビ局の中継局の維持管理、地デジ、光ケーブル関

係の管理費、それと教育委員会のタウンホールの維持管理費がこの財産管理費に入ってき

ております。８億２,８２５万３,３５６円、総務課分でいくと８億１,８０６万２,９２７

円、町民課分で９４４万２,９７４円、教育委員会分が７４万７,４５５円の支出済額と

なっております。

１５節工事請負費で３,７７６万３,２５０円ということで、２３年度において、ふるさ

と銀河線の橋梁３橋の撤去ですとか、歯科診療所のトイレ改修、役場庁舎のトイレ改修な

ど、２３年度で実施しておりますので、工事請負費において大幅に下回っております。

それから、備品購入費で３７３万６,８７７円、これは公用車ウイングロード１台と事

務印刷機の購入が主なものでありまして、２４節の投資及び出資金１億５,０００万円、

これは備荒資金組合への出資金となります。

それから２５節の積立金５億８,６０７万８,１１１円、これは各基金への積み立てであ
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りまして、説明資料ナンバー１４にありますので、後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。

それから、６目町有林野管理費でありますが３,４９０万３,１０２円。

資料ナンバー１８に事業収支一覧がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思い

ます。それで４４ページ、町有林野管理費の主要事業一覧をここに記載をしております。

１３節委託料３,２３３万２,６１１円ということで、１,６００万円ばかり前年度より

減額になっていると。それから、主要事業の中にありますけれども、町有林拡大事業、意

向調査として８,０００円、金額は小さいですけれども、２４年度から町有林拡大事業と

して取り組みを進めているということであります。

それから、７目の企画費。支出済額が３,２５１万３,５１７円、総務課関係が２,２９

６万１,２８８円、産業振興課が９５１万８,８４９円、建設課が３万３,３８０円の支出

済額となっております。主要事業の中で、生活交通確保対策事業、十勝バス１６６万９,

０００円、これは十勝バスの帯広陸別線の赤字補填分ということになります。前年度から

見ると３０万８０００円ほどの増額となっております。それから、通学定期差額補助事業

７８８万１,３２０円、これも前年度から見ると２５０万円以上の増額と。通学生は４０

名おりまして、足寄に１７名、本別に１５名、北見市内に８名の生徒さんが通っておりま

す。それから民間活用住宅建設８００万円、これは世帯用２戸分の補助金であります。そ

れから、恩根内のちょっと暮らし住宅建物改修工事５２２万３,１６３円、それから管理

用の備品購入１１５万６４１円、ラコーム市の訪問団受入歓迎実行委員会の２４万３,２

５７円が主なものであります。

公平委員会については開催をしておりません、未執行となります。

９目の交通安全対策費１９４万９,２３９円は、例年どおりの執行でありますけれど

も、１５節で７８万７,５００円、これは主要事業にありますけれども、オーロラ駐車場

の縁石の補修工事。

それから１０目の諸費については、例年どおりの執行状況となっております。

１１目の交流センター管理費３,３１０万２,３２９円。これは先ほど歳入で説明しまし

たけれども、資料の１９の１、２に管理費の内訳、利用状況を載せております。大きなも

のとしては、委託料で２,０２６万７,０５５円、６３万１,０００円ほど増額になってお

ります。１５節の工事請負費２６１万４,５００円、これは主要事業にありますけれど

も、換気設備２６１万４,５００円の工事請負費となります。

それから、１２目の銀河の森管理費５,７４０万４,２０６円。これは歳入でも説明しま

したけれども、資料ナンバー２０に天文台の実績、修正版資料のナンバー２にコテージの

利用状況がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。利用者の増に伴って

委託料も若干ですけれども伸びているという状況にあります。

それから、５０ページ、１３目地域活性化推進費１,５１８万３,８２２円、これは２３

年７月からチャレンジプロジェクトをスタートさせまして、２３年度は調査研究の人件費
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のみだったのですが、２４年度においてはミネラルウオーター開発事業としてボトルドウ

オーター１万５,０００本の製造、あるいは木炭開発事業の試験製造を３回、あと地域お

こし協力隊員を２名、商工観光推進員を４月から、それから地域ブランド開発推進員を１

０月から、それぞれ採用して今に至っております。それから、資料ナンバー２２に、チャ

レンジプロジェクト事業の資料がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。

それから、２項の徴税費１目の税務総務費は、例年どおりの執行状況となっておりま

す。

それから、２目の賦課徴収費、次のページですが、２１６万６,５４６円となっており

ます。これも例年どおりの執行状況。

失礼しました。その前に、１目２３節の償還金利子及び割引料、１３２万８,７００円

の還付金がございますが、これは個人３名に８万９,２００円、法人の９事業所に１２３

万９,５００円の還付をしております。

それから、３項の戸籍住民基本台帳費、１目の戸籍住民基本台帳費１,１４３万６,６８

３円、これも例年どおりの執行状況になっております。人件費で、４０万円ほど前年度か

ら見ると減額になっております。

それから、４項選挙費、選挙管理委員会費については、職員給、選管職員１名分の人件

費が４３２万２,１９７円の中ではポイントが高くなって、金額が大半を占めておりま

す。それから衆議員議員選挙費、これは３４１万８,７８１円で歳入と同額となっており

ます。

それから、５項統計調査費、１目の指定統計調査費１１万９,７５８円、これは例年ど

おりの執行状況。６項監査委員費２１５万６,５３０円についても、例年どおりの執行状

況。

３款民生費について、５億６,２２４万９,６８４円。次のページ、１項社会福祉費４億

７,２６１万３３１円。１目社会福祉総務費で３億３３６万７,７９０円、この中でいけ

ば、人件費を除いて総務課では繰出金で５,５４７万１,１２４円、町民課で１,６６１万

８,４３７円、保健福祉センターで１億７,３３６万５,２１９円の執行となっておりま

す。

ちなみに、職員の人事異動に伴いまして、２節給料、手当、共済費で７１０万円ばかり

前年度から見ると増となっています。

主要事業の中で、昨年度から子ども医療費について、乳幼児医療ですね、中学生まで医

療費を入院、外来無料にしております。この表の中に、子どもであれば、３段目に町単独

拡大分、対象者１５４名、受診件数４２５件、助成額２０６万８,２１３円。重度身障・

障害老人、ひとり親家庭については所得制限をなくしました。町単独分で１名、受診が４

件、３万２９８円。ひとり親家庭では９名、４６件、７万７,５６０円で、制度拡大に伴

う部分の人数が１６４名、受診件数としては４７５件、助成額として２１７万６,０７１
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円増額となっております。

それから、福祉団体への補助金２,８６７万５,０００円。これは社協関係の補助金です

が、昨年の４月から事務局長として職員１名を派遣しております。それに伴って補助金が

増額になっております。それから、冬期生活支援、福祉灯油２２０件、２８５万８,０３

０円。それと助成金として、交通費助成２８５万３,４５０円となっております。

２０節の扶助費では、１億５,２００万２,００１円。重度心身障害者、ひとり親、子ど

も医療費、それから障害者補装具、地域生活支援、障害者訓練等々の支出がされておりま

す。

それから、２８節繰出金５,５４７万１,１２４円。これは国保会計に２,２５４万５,１

２４円、介護保険会計に３,２９２万６,０００円の繰出金の執行となっておりまして、不

用額として９３９万６,８７６円。これは国保会計分の未執行でありまして、出産育児一

時金で２８万円、事業分で１０５万３,２８８円、財政対策分で８０６万５,０００円が主

なものであります。それで、資料のナンバー２３の１に保健福祉センター福祉担当の民生

費の事業実施一覧がございますので、参考にしていただければと思います。

それから、２目の老人福祉費１億５,３２６万９,９０２円の執行となっております。そ

れから次のページ、主要事業を記載しておりますが、資料ナンバー２３の２に保健福祉セ

ンター老人福祉費の事業一覧を添付しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思

います。

１９節で５,６１６万５,００８円、これは後期高齢者医療広域連合の負担金が３,９３

５万４,６５６円。それから北勝光生会への補助金、デイサービスセンター分で１,６２１

万８,３５２円の内訳となっております。不用額６１万９９２円は、デイサービスセン

ター運営費で、６０万９,９１３円の不用額が主なものであります。

３目後期高齢者医療費、繰出金１,５９７万２,６３９円、これは後期高齢者の特別会計

への繰出金となります。

２項児童福祉費７,９９４万６,１９１円、これは特に２目の児童福祉施設費５,００７

万７,８７０円が主なものでありまして、資料ナンバー２４に児童福祉関係実施状況一覧

を資料として添付しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。この中

で、６３ページですけれども、共済費で５８６万８,１８２円、賃金で６６２万５,２６４

円で、共済費と賃金で１,１００万円ほど前年度から減額になっておりますが、主な要因

としては、２３年度において事務職１名の定年退職に係る人件費も含んでおります。

次に、３目の児童措置費２,９６６万５,２６０円、これは町民課に係る分。主要事業に

ありますけれども、子ども手当、２４年度から児童手当に改正になって所得制限が導入さ

れたことによります。資料ナンバー２５に児童手当の推移、制度改正も含めた資料を添付

しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、３項の国民年金費１目の国民年金事務取扱費については、資料ナンバー２６

に国民年金の状況、検認率ですとかそういったものを記載しておりますので、後ほどごら
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んをいただきたいと思います。

４款衛生費４億６,４２９万５,７７５円、１項１目保健衛生総務費で５,８８２万５,１

２６円。昨年の人事異動に伴いまして、給料、職員手当、共済費で約９９０万円ほどふえ

ております。

それから、次のページ、２目の保健衛生施設費２,２５８万１,５２６円。この内訳とし

ては、保健センターの運営費、維持管理費が１,８１３万３,７４１円、公衆浴場に係る運

営費、維持管理費が４４４万７,７８５円となっております。

主要事業で、公衆浴場の利用状況、それから３目の予防費関係主要事業については、資

料ナンバー２７の１、２に衛生費事業実施状況一覧ということで資料を添付しております

ので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、予防費については、ここに１,２６６万３,１０２円で執行しておりますが、

委託料で１,１９５万９１４円となっております。７２万８,０８６円は各種予防接種分の

不用額が主なものであります。

６８ページ、４目の環境衛生費２９６万６,０７６円、これは火葬場関係と、野犬関

係、そういったものが主な事業でありまして、需用費で４３万４,０５１円の不用額があ

りますが、これは火葬場の燃料費などで２７万５,４０５円、それから消耗品費で１０万

８,６４６円の不用額、それから委託料で３０万９,００３円は火葬業務の残額が主なもの

となります。

５目の診療所費２８節繰出金１億７,０８６万円、これは直診会計への繰出金となりま

す。

２項の清掃費９,６２０万３,８４６円、１目清掃総務費、１９節で５８８万８,０４５

円。これは主要事業にありますように、十勝環境複合事務組合し尿処理分に係る負担金が

主なものでございます。

それから、２目の塵芥処理費９,０３１万５,８０１円、これは主要事業にもありますけ

れども、池北三町行政事務組合への負担金、あるいはごみ収集に係る委託金が主なもので

ありまして、池北三町行政事務組合負担金が５,４２９万１,０００円、それからごみ収集

業務が３,２７６万円となっております。

それから、３項水道費、１目専用水道費。これは小利別専用水道でありまして１億１９

万６,０９９円であります。小利別専用水道については、２５年度末で２２戸分の維持管

理費になるものであります。

２目の水道費、２８節繰出金９,７８２万４,０００円、これは簡易水道会計への繰出

金。

それから、５款労働費１,６０６万９,０６４円、１項労働諸費で同額、１目労働諸費で

１０２万４,６５０円。これは大体前年同額でありまして、２目緊急雇用対策費１,５０４

万４,４１４円。２３年度まで、ふるさと雇用再生特別対策費が予算科目としてありまし

た。それが２４年度からはなくなるということで、緊急雇用対策費としては大幅な減額と
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なっております。緊急雇用対策事業の主要事業では、ここに記載のとおり、単独事業で

１,００４万５,４００円、６事業所で延べ１５５人の事業ということになります。

○議長（宮川 寛君） 昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時００分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、引き続き説明をさせていただきます。

農林水産業費に入る前に、ちょっと説明漏れがありましたので、４３ページに戻ってい

ただきたいと思います。

財産管理費の備品購入費で３７３万６,８７７円と執行額がありますが、追加資料ナン

バー３をごらんいただきたいと思います。

追加資料ナンバー３は、消火器の購入及び処分に関する決算資料でありまして、２４年

度当初予算において、各施設関係について消火器の購入と処分を予算計上したところであ

りまして、そのときも説明をしたと思いますが、総務課のほうで一括購入をして経費の削

減を図るということで御説明させていただいておりましたが、一般管理費の財産管理費で

は消火器２２万７１６円の購入となっております。それで、一般会計から下水道会計まで

１５２本の購入と処分１３９本、これは予算と同じ本数でありますけれども、予算では１

８６万７,０００円の予算を見ておりましたけれども、一括購入にすることによって１７

８万５,０００円の実績で済んだと。経費としては８万２,０００円ほどの削減効果があっ

たということになりますので、御了承いただきたいと思います。

なお、各款項目、これはそれぞれ備品購入費の中にこの金額が入ってきておりますの

で、御了承をいただきたいと思います。

それでは、決算書の７２ページをお開きただきたいと思います。

６款の農林水産業費で６億３,８５５万２,７５０円。繰越明許費として１８７万９,５

００円、これは先ほど前段で説明させていただきました。加工センターの改修費の実績で

あります。

１項１目の農業委員会費１,５４３万２,２３１円、これは例年どおりの執行状況であり

ますけれども、人事異動に伴いまして職員人件費分が若干の増となっております。

それから、２目の農業総務費７,６６６万２,４９６円、これは職員の人件費のみ計上し

ておりますけれども、ここも人事異動に伴いまして人件費増となっております。

それから、３目の農業振興費１億９,１９８万７３３円で執行しておりますが、特に増

減の大きいものとしては、７５ページ、１９節の負担金補助及び交付金９,０７８万１,７

２５円、それから２４節の投資及び出資金１億円、これは農協への優先出資１億円となり

ます。主要事業の中で、特に大きいものとしては、農業経営基盤強化資金、これが３９４

万６１３円、それから前年度比で大きいものとしては、新農業人育成事業の経営開始奨励
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金３００万円、それから青年就農給付金６００万円が主な増額の要因となるものでありま

す。

それから、不用額で、１９節で２０１万６,２７５円が出ておりますけれども、これは

農推協への補助金５１万３,７３４円、それから農業近代化資金の利子補給６２万４,８３

７円、農業関係制度資金利子補給が２０万６,７７１円、新農業人育成事業で５８万円ほ

どの不用額が出ております。

４目の畜産業費１億８,０６２万６,５５３円。１９節の負担金補助及び交付金で８,６

１９万６,３７１円、これは畜産担い手育成総合整備事業、それからＪＡ陸別町の哺育セ

ンター堆肥舎建設事業補助金が主なものであります。主要事業の中でも、哺育センター堆

肥舎建設事業補助金が４９７万円、それから畜産担い手育成総合整備事業７,２９７万４,

５０５円。あとは自給飼料確保対策でトラクター１台、ハイドロマニアスプレッターが１

台、これはコントラクターに貸し付けするものであります。それと優良家畜導入支援で

７,９２４万円となっております。この７,９２４万円は１５６頭分の貸付となります。畜

産担い手育成総合整備事業の資料は、ナンバー２８の１、２につけております。それか

ら、優良家畜導入支援事業に係る資料については、ナンバー２９につけておりますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、５目の農地費８５７万７,０４５円。これは主なものとしては、主要事業に

ありますように、農道中トマム上大誉地線外法面補修業務、農道作集２号線の側溝整備業

務が主なものであります。

７目の営農用水管理費９,２６７万３,４８８円、これは上陸別地区営農用水で２,０４

８万５,１２９円、それから第２トラリで７,２１８万８,３５９円の内訳となっておりま

す。上陸別区の営農用水については２４年度末では３１戸、それからトラリ地区について

は２４年度末で１９戸となっております。

それから次に、８目の公共草地管理費１７９万９,１５８円ですが、これは公共草地条

例に基づく陸別農協への指定管理者で、公共草地、五つの公共草地がありますけれども、

農協に指定管理者として管理をさせております。予算の執行については、例年どおりの執

行状況となります。

それから、次のページ、９目農畜産物加工研修センター管理費１,６２８万５,３１０

円。ここの大きなものとしては、職員給１名分ですけれども、職員が２４年の３月で一人

退職をしまして、補充が４月の中途になったということで、そこら辺の増減がございま

す。それから７節賃金では１０３万５,８９３円で、昨年の１０月からアドバイザーを雇

用しておりますので、その賃金分が増額の要因となっております。昨年の９月議会で加工

センターの条例の議決をいただきまして、農畜産物食品等の製造販売、それから許認可を

とるということで、食肉製品製造業ですとか、みそ製造、菓子製造、総菜製造、食肉販売

業、食品の冷凍冷蔵業、漬物製造業等の許認可をとっているところであります。

それから、２項林業費５,４５１万５,７３６円。１目の林業振興費で４,２９４万１,４
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０３円。次のページ、主要事業を載せております。資料ナンバー３１に野ねずみ駆除です

とか民造関係、未来につなぐ森づくり事業、それらの資料をナンバー３１、それからナン

バー３２の資料には森林作業員就業条件整備事業、それから林業長期就労促進担い手対策

事業、退職金共済制度加入促進事業の資料をそれぞれ添付しておりますので、後ほどごら

んをいただきたいと思います。

それから、２目の狩猟費６９２万４,１９８円。主要事業の中で有害鳥獣駆除として、

主な増額の要因とすれば、有害鳥獣捕獲実施隊員７名、１０回分で５７万６,０００円、

それから有害鳥獣捕獲員３名、１６４万１,３８０円が賃金としては主なものになりま

す。それから捕獲奨励金３８４万８,０００円。駆除の一覧はここ記載のとおりとなって

おります。

それから、３目の林道新設改良費４６５万１３５円。主なものとしては、１５節工事請

負費で３１２万９,０００円。これは主要事業に記載の管渠補修とのり面補修、これが主

なものであります。

それから、７款の商工費１億２,６３４万２,２３２円。次のページの商工総務費２,０

１５万５,２３２円、これは職員給の計上でありますけれども、職員１名が２４年の３月

で退職しまして、４名から今は３人体制で仕事をしております。その人件費相当分、人件

費であります。

それから２目の商工振興費７,９６２万２,９３０円。主要事業にありますように、まず

信用保証協会に５,０００万円、それから商工会への補助金１,９１８万１,４８８円、プ

レミアム商品券に係る分が４４９万１,７８２円。それと日産自動車購入費助成２２２万

６,５２９円、これは１２台分であります。

それから、３目の観光費２,００５万８,５０８円。主なものは、備品購入費でありま

す。移動式多目的仮設トイレ１８５万１００円、イベント用テーブル・椅子９３万４,５

００円。あとは補助金関係、観光協会への補助金が３４８万円。それから、しばれフェス

ティバル実行委員会が９０２万３,８００円ということで、しばれフェスティバルでは昨

年１２月に補正しましたけれども、２３２万３,８００円ほどふえております。

それから、４目の公園費５８３万９,５９９円、これは公園に係る維持管理費の計上で

あります。例年どおりの執行状況となります。

それから、５目の消費者対策費６６万５,９６３円、これは消費生活相談ですとか、主

要事業に書いてある事業の内容の予算となります。

それから、８款土木費４億６,７５７万６,９７７円。繰越明許費３,０４５万円、これ

は公営住宅の建設事業に係る分。

それから、１項１目の土木総務費４,２５９万７,０４３円。給料、手当、共済費につい

ては、職員の人事異動に伴いまして、１名増に伴う人件費の増が増額の主な要因でありま

す。

なお、資料ナンバー３３の１、２に建設課の所管に係る工事発注一覧を記載しておりま
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すので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、２項の道路橋りょう費２億３,６８１万２,１８７円。１目の道路橋りょう総

務費５,１９２万７,４８４円。ここでは、備品購入費３,６２４万６,０００円が大きいわ

けですが、ここの主要事業にありますように、除雪トラック７トン１台、３,０６９万５,

３９５円、ミニホイールローダー１台、６２４万３,５９０円、これが大きい要因であり

ます。

それと２目の道路維持費１億１,５８９万１,６９３円。委託料で７,３５１万１,３２４

円。工事請負費で３,８１９万９,０００円。主要事業として、ここに舗装補修から縁石の

取りかえまで、それぞれ記載をしておりますので、御参照いただきたいと思います。

それから、４目の道路新設改良費５,７６６万６,３８３円。ここでは、主なものとして

は工事請負費５,１１６万６,５００円。内容としては、ここの主要事業に記載の新町８号

通り道路改良工事、それから共栄線交通安全施設整備工事、これが大きな要因となりま

す。

それから、６目の街路灯費７４４万１,６２７円。まず需用費で４６４万８,６２７円。

電気料も、昨年度ＬＥＤ化を試験的にやりましたけれども、電気代としては１２万７,０

００円ほど２３年度から見ると減額になっているという状況であります。それから、工事

請負費で２２６万８,０００円。これは主要事業に書いてある街路灯の撤去とＬＥＤ灯の

設置。撤去が７基、ＬＥＤ設置が１５基、２２６万８,０００円であります。

３項河川費５２万５,６００円。１目河川総務費で５２万５,６００円、これは例年どお

りの執行状況となります。

それから、４項の住宅費１億２５万６,１４７円。１目の住宅管理費１,６１６万４,９

５０円。大きいものとしては、１１節需用費で７７２万３,３６０円。これは修繕料で、

前年度から見ると６１万円ほど伸びているという状況であります。それから工事請負費で

７３０万８,０００円、これは主要事業にありますけれども、ポントマム団地公営住宅の

解体、緑町団地の遊具撤去が主なものであります。

それから２目の住宅建設費８,４０９万１,１９７円。繰越明許が３,０４５万円であり

ます。１５節の工事請負費で８,３５０万６,５００円、これは主要事業にも書いてありま

すが、社会資本整備総合交付金事業で、記載の１５節として執行しております。

それから、５項下水道費。２８節繰出金８,７３８万６,０００円は、下水道会計への繰

出金となります。

それから、９款消防費１億５,１０６万３,８４５円となっております。まず、１９節負

担金補助及び交付金では１億４,７７１万４,０００円。これは、池北三町行政事務組合へ

の負担金でありまして、本部共通経費としては６２１万７,０００円、それから常備消防

費で１億２,０１０万６,０００円、非常備消防費で１,１８６万２,０００円、消防施設費

で９５２万円の執行となっております。消防施設費では、小型動力ポンプ一式購入と、そ

れから常備消防費では人件費、それからデジタル無線化の基本設計に係る負担金が含まれ
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ております。

それから、２目の災害対策費３３４万９,８４５円。主なものとしては、１９節の負担

金補助及び交付金で２４２万１,８８４円。主要事業にもありますけれども、北海道総合

行政情報ネットワークの更新負担金２４１万８,５１４円が主なものとなります。

それから、１０款教育費２億４,３２７万１,６４５円。７０８万円の明許繰越費、これ

は給食センター建設に係る基本設計と実施設計費であります。それから１項教育総務費で

は１億８６２万９５４円、１目教育委員会費は１７０万７,５４０円で、教育委員会の会

議の開催関係と旅費関係が主なもの。昨年の４月から条例改正をしまして、教育委員を１

名、３名から４名に増員をしております。

２目の事務局費７,３５３万８,５８５円。給料、手当、共済費で人事異動に伴う職員人

件費の減が２６８万８,０００円ほどあります。あと、委託料１４９万１,５４１円、これ

は教職員住宅の改修。それから教職員住宅建設に係る実施設計９９万７,５００円が主な

もの。それから２１節貸付金１０８万円は、主要事業にありますけれども奨学資金の貸し

付け、大学生３名、高校生２名となっております。

３目の教育振興費５８０万２,９１６円。主要事業としては、ここに記載のとおりであ

ります。

それから、４目のスクールバス運行管理費２,７１８万１,６３３円、これは委託料２,

６６０万３,１０８円が主なものでして、スクールバスの運行実績はここに記載のとおり

であります。

それから、５目教育研究所費３９万２８０円、これは例年どおりの執行となっておりま

す。

２項の小学校費２,０８９万８,８６６円。１目学校管理費で１,８００万２,６９７円。

前年度から見ると１億６,８００万円ほど落ちておりますが、小学校改修が２３年度に１

億８２７万円ほどありましたので、それが主な要因となります。

それから、次のページの２目の教育振興費２８９万６,１６９円。これは１１節需用費

１１３万８,１０７円、これが大きく落ちております。これは２３年度で教科書改訂があ

りまして、教員指導書分の印刷製本費が１１５万１,０００円ほど落ちているということ

になります。

それから、３項の中学校費６,５６２万２,５５５円。１目学校管理費で６,１４４万２,

５４３円。ここは１５節で工事請負費３,７８０万円、これは中学校の外構工事を行って

おりますので、これが主な要因となります。

２目の教育振興費４１８万１２円。これも需用費で２３４万３,５８１円で、前年度か

ら見るとふえておりますが、教科書改訂に伴う教員指導書の印刷が主なもの。

それから、４項の社会教育費２,４８０万１,０９４円。１目社会教育総務費で１,２０

６万６,１５４円。賃金で１６０万５,２４０円、それから旅費で１０７万８,０２０円。

１９節負担金補助及び交付金で８２７万８３４円が大きなものとなります。主要事業は、
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ここに記載のとおりでありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

２目の公民館費９８８万７,０２４円。主要事業はここに記載にとおりでありますけれ

ども、大きいものとしては、需用費で３４３万６,８４３円、それから委託料４８５万７,

３００円、それから備品購入費１１３万９,９６２円、これらが主な要因であります。

それから、３目の文化財保護費２８４万７,９１６円、これは例年どおりの執行状況と

なりますが、主要事業にありますように、関寛斎没後１００周年記念事業に１８２万７３

４円出しております。

それから、５項の保健体育費２,３３２万８,１７６円。繰越明許費で７０８万円。１目

保健体育総務費で２７１万４,３１８円。主要事業は、ここに記載のとおりであります。

それから、２目の体育施設費１,５０６万４,３８７円。主要事業の中で、昨年度と比較

しまして、維持管理、体育施設、わかばパークゴルフ場、スケートリンクとありますが、

その下、町民運動場、それから水泳プール、緑町スポーツ広場、スキー場を、２４年度、

今回の決算から、この主要事業の中に維持管理費として施設管理分を追加しております。

それから、３目の学校給食費５５４万９,４７１円。主なものとしては、需用費で２４

８万８,９３１円、学校給食体験事業で弁当休みの日を３回から１０回に、２４年度ふや

しております。それから、学校給食センターに係る基本設計、実施設計の前払い金３００

万円、これは委託料の中に入っています。

それから、１１款災害復旧費４７１万３,６９０円。１項１目の農業用施設災害復旧費

で４２３万３,３８０円、これは１５節の工事請負費４２０万円。主要事業に書いてある

農道中トマム上大誉地線の災害復旧工事。それから、２目林業用施設災害復旧費は旅費の

みの執行ですが、２項公共土木施設災害復旧費で４４万７,３３０円。これも１５節工事

請負費で３７万８,０００円、これは町道利上中央幹線災害復旧工事。この道路橋りょう

災害復旧費は歳入でも説明をしましたけれども、２３年９月２日から６日の台風１２号の

被害に伴う復旧の工事であります。

それから、１２款の公債費４億８,９００万８,７６８円。元金で、２３節償還金利子及

び割引料で４億２,４１７万３,５５６円。それから利子で６,４８３万５,２１２円。これ

は修正版資料ナンバー１に起債残高一覧がありますので、後ほどごらんをいただきたいと

思います。

予備費は３７７万４１０円ということで、７件、２２万９,５９０円、予備費を充当し

ております。

歳出４６億２,１５９万５,０００円の予算に対し、支出済額が４５億１,０８６万７,１

９７円、繰越明許費が３,９４０万９,５００円、不用額が７,１３１万８,３０３円となっ

ております。

ちなみに、予算流用については、４件、１５万９,５１６円。予備費については、先ほ

ど言いましたけれども、７件で２２万９,５９０円となっております。

１１０ページは実質収支に関する調書でありまして、これは１,０００円単位になりま
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すが、歳入総額が４６億７７８万３,０００円、歳出が４５億１,０８６万７,０００円

で、差引額が９,６９１万６,０００円、翌年度へ繰り越しすべき財源、繰越明許費繰越額

が２,６３６万円、それを差し引く実質収支額が７,０５５万６,０００円となります。そ

れで、基金繰入金が財政調整基金に４,０００万円を積んでいるということになります。

１１１ページ、財産に関する調書でありますが、１の公有財産から債権、基金関係、１

１８ページまで記載をしておりますので、後ほど御参照をいただきたいと思います。

以上で議案第６１号の説明を終わりまして、次に、議案第６２号の説明に移ります。

議案第６２号平成２４年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につ

いて説明をさせていただきます。

１５７ページをお開きいただきたいと思います。

資料でありますけれども、１５８ページは、第１表として、国民健康保険事業の状況最

近年度比較表であります。２２年度から２４年度まで。

２４年度において年間平均世帯数は５０１、２３年度から見るとマイナス７戸。それか

ら年間平均被保数８６５人で、被保数としてはマイナス１。それから１世帯当たり調定額

が１７万１,９９３円、前年度から見ると１,０５３円増となっております。１人当たり調

定額は９万９,６１７円、１人当たり療養諸費費用額が４０万４,１５９円、１,９３３円

ほど前年度から見ると費用額がふえているということになります。

それから、第２表は、歳入歳出決算の総括でありまして、予算額４億７,３６２万円に

対して、歳入決算額が４億７,８５１万２,５３０円、歳出が４億５,４８４万７,３２０円

で、差引２,３６６万５,２１０円が翌２５年度への繰り越しとなります。予算に対する比

率ですが、歳入においては１０１％、歳出については９６％の執行率となっております。

それから、第３表は、歳入実績の比較表であります。

国保税が、収入済みが８,５４６万９,５４９円、不納欠損が８万２,３００円、収入未

済額が３９５万９,１１６円ということで、不納欠損は２人、収入未済が４１人というこ

とになります。この表を見ていただくと理解できるかと思いますが、国庫支出金がこの歳

入の中ではウエートが２１.６％と一番高くなっております。その次に、後期高齢者交付

金２０.９％、それから３番目に国保税が１７.９％と、歳入における割合となっておりま

す。２３年度までは国庫支出金が２８％で、その次に国保税がありましたけれども、２４

年度はそこが逆転をしているという状況があります。

それから、第４表が歳出実績の比較表であります。

２款の保険給付費で２億９,０９７万７,２６６円ということで、前年度と比較しますと

９０７万５,７５４円ほど２４年度はふえております。それから後期高齢者支援金におい

ても４,１３９万６,５１１円で、３８７万５,８８７円ほどふえていると。合計でも４億

５,４８４万７,３２０円で、３,５９４万６,２１８円前年度よりふえております。後期高

齢者支援金、それから介護保険納付金、共同事業拠出金、諸支出金それぞれ前年度からふ

えているという状況にあります。
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それから、第５表、国民健康保険税の収納額最近年度比較表。

２４年度分は、ここに記載の調定額が８,６１６万８,３００円、収入済額が８,４１６

万７,２００円、収入未済額が２００万１,１００円、収納率は９７.７％。滞納繰越分が

３３４万２,６６５円の調定額に対して、収入が１３０万２,３４９円、不納欠損が８万

２,３００円、収入未済額が１９５万８,０１６円となっております。

第６表は、２０年度から２４年度までの決算額の推移であります。

それでは、１３４ページをお開きいただきたいと思います。

それと、歳入になりますが、資料ナンバー３４の１から４まで、国民健康保険事業の状

況一覧を添付しております。御参照をいただきたいと思います。

まず、１款国民健康保険税ですけれども、収入済額が８,５４６万９,５４９円。１項国

民健康保険税、１目一般被保険者分が現年分で７,７５９万８,７９４円、収入未済額で２

００万１,１００円、これは２２人の１００件になります。ちなみに、１２人、２７件、

４０万７,６００円が８月までに入金となっております。それから滞納繰越分１２８万２,

３４９円、不納欠損額が８万２,３００円、未収が１９２万８,８１６円で、これは１８

人、８０件です。８月末までに５人、１２件、２０万３,１７９円が入金となっておりま

す。

ちなみに、２４年度の一般国保の被保数は８２２人、退職の国保の被保数が３８人、合

わせて８６０人であります。世帯数は、一般国保が４８３世帯、退職が２０世帯、合わせ

て５０３世帯となっております。

それから、２目の退職被保険者の国保税関係、現年度分で６５６万８,４０６円、これ

は未収がございません。滞納繰越分で２万円、収入未済額で２万９,２００円、これは１

人１件ですが、これは８月までに全額入金になっております。

それから、２款国庫支出金１億３３５万９,８８４円。１項国庫負担金８,２２２万６８

４円。療養給付費が７,７００万５,６６８円、それから高額医療費が４６４万６,０１６

円、それから特定健診が５６万９,０００円。

それから２項国庫補助金でありますけれども、財政調整交付金２,１１２万８,０００円

で、内訳としては、普通調整交付金が１,１６７万５,０００円、特別調整交付金が９４５

万３,０００円。そのうち直診会計への繰出金に充当する分が８１６万３,０００円ありま

す。それから、高齢者医療制度円滑運営事業補助金１万１,２００円、これは医療費の自

己負担割合１割の延長に伴う経費、高齢受給者証の更新に係る費用の補助金であります。

それから、３款療養給付費交付金が２,２４７万円、これは退職被保険者の医療費、そ

れから退職者に係る後期高齢者支援金に充当される分です。現年度分で２,２４７万円。

それから、４款前期高齢者交付金、これは退職被保険者６５歳から７５歳未満の前期高

齢者の医療給付費に充当するものでして１億１５万７,８５３円。これは２年後に精算に

なりますので、２２年度と２４年度の精算によって差し引きしたものであります。２２年

度の概算額が６,７３０万１３５円、それから２年後の精算、２４年度に精算した分が９,
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３３７万３,６１３円、差し引きしますと２,６０７万３,４７８円が２２年度分では不足

すると。それと、２４年度の概算分が７,３９９万４,４２２円、合わせて１億６万７,９

００円、それと２４年度精算に係る調整額が８万９,９５３円、合わせて１億１５万７,８

５３円となります。

それから、５款道支出金で２,３８４万２,０１６円。１項道負担金の高額医療費共同事

業負担金４６４万６,０１６円、これは高額医療費拠出金に充当となります。それから、

特定健康診査等負担金、これは４２万６,０００円。

それから、２項道補助金、財政調整交付金が１,８６２万７,０００円。内訳としては、

普通調整交付金が９３５万円、特別調整交付金が９２７万７,０００円となっておりま

す。

それから、６款共同事業交付金、これは北海道国保連から交付されますが、共同事業交

付金１,６３１万４,５２０円、これは高額医療費拠出金に充当となります。

それから、保険財政共同安定化事業交付金５,７２７万６,６４５円、これは保険財政共

同安定化事業拠出金に充当となります。

７款の財産収入、利子及び配当金、これは５万６,１５７円は国保基金の利子分。

それから、８款の繰入金は３,７５４万５,１２４円。１項他会計繰入金で２,２５４万

５,１２４円。一般会計からの繰入金で、保険基盤安定繰入金が１,５８５万４,４３１

円。内訳としては、国保税の軽減分が１,２６７万４,２００円、国保税軽減に係る保険者

支援分が３１８万２３１円となっております。その他一般会計繰入金３５２万６,７１１

円、これは出産育児一時金が２８万円、それから事業分が３２４万６,７１２円となって

おります。高医療費基準超過額繰入金３１６万３,９８１円、これは２２年度において道

内９市町、陸別町を含めて高医療市町村に指定されました。したがって、２４年度の時限

立法の措置として、国３分の１、道３分の１、陸別町３分の１で財政支援措置するという

ことになります。

２項基金繰入金が１,５００万円。これは、２３年度精算に伴う２４年度での国、道へ

の返還金が高くなるということで、基金を取り崩して充当財源としたところであります。

９款の前年度繰越金が３,１１２万６,７１０円。

それから、１０款諸収入で８９万４,０７２円。１項１目一般被保険者延滞金１５万７,

０００円、これは８人、１５件分であります。税滞納整理機構からの５万１,３００円も

この中には含んでおります。

それから、２項雑入の３目一般被保険者納付金８万１,３９８円。これは国保資格喪失

後の受診に係る３名の返還金４万３,５９８円、不当請求に係る返還分、二つの医療機関

ですが３万７,８００円、合わせて８万１,３９８円となります。

それから、５目の雑入ですが６５万５,６７４円、これは健診負担金が４４万５,０００

円、それから超高額医療費共同事業交付金が１３万１,１８０円、老人保健拠出金返還金

が６万９,０７１円となります。
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歳入としては、４億７,３６２万円の予算に対して、調定額が４億８,２５５万３,９４

６円、収入済額が４億７,８５１万２,５３０円、不納欠損額が８万２,３００円、収入未

済額が３９５万９,１１６円で歳入の決算を終えております。

次に、歳出、１款総務費で３２３万３,１６２円。これは１項１目一般管理費の２１８

万２,９９１円については、おおむね例年どおりの執行状況でありますし、２目の連合会

負担金についても例年どおりの執行状況となっております。

それから、２項の徴税費、１目の賦課徴収費５３万５,１１７円もおおむね例年と同様

の執行でありまして、主要事業にあります税滞納整理機構の負担金３５万５,３６６円を

含んでおります。国保税については、３人、１０件分、１１６万６,６６３円を引き継ぎ

しまして、２人から５件、３１万９,７４９円、国保税として入ってきております。それ

から、３項運営協議会費８万４,６９０円は、例年どおりの執行となっております。

２款の保険給付費、これは医療費関係ですが、先ほど説明したとおり、医療費が前年度

からは伸びております。保険給付費で２億９,０９７万７,２６６円、１項療養諸費で一般

被保険者の療養給付費で２億３,３６１万３,０３１円、それから退職者の被保険者の療養

給付費が１,６９３万３,１８７円。それから、一般被保険者の療養費についてもふえてお

りまして１１５万２,８４２円、それから退職被保険者等療養費については、大体前年並

みの１８万４９４円。それから、２項１目の一般被保険者高額療養費でありますが３,５

３２万１,６１２円と、前年度から見ると７１４万５,０００円ほどふえております。１９

節負担金補助及び交付金で３,５３２万１,６１２円で、入院で４９件、件数としてはふえ

ているということがわかりました。

それから、次のページ、２目退職被保険者等高額療養費、これも２７４万７,０１２

円。前年度からは４４万２,０００円ほど伸びております。それから３目一般被保険者高

額介護合算療養費３２３円、１人分でありますけれども、これは１年間の医療費と介護費

の自己負担分の合計額が一定の限度額を超えた場合に国保からと介護保険から支払われる

ということで、国保からは３２３円が払われたということです。

それから３項移送費は、執行はございません。４項１目出産育児一時金については、４

２万円で１件。５項１目葬祭費が、５万円であります、５件です。３款後期高齢者支援金

が、４,１３９万６,５１１円。４款前期高齢者納付金等は、例年並みの執行となっており

ます。５款老人保健拠出金も前年同様の執行。それから、６款介護保険納付金１,６５１

万７,５１０円。それから、７款共同事業拠出金も６,９４１万５,８８６円で高額医療費

拠出金が１,８５８万４,０６５円ということで、前年度から見ると倍近い金額になってお

ります。それから、保険財政共同安定化事業拠出金５,０８３万１,６８２円、これも前年

度から見ると５６５万円ほどふえております。

８款保険事業費は３３６万５,９０７円で、大きなものとしては、１３節の委託料で１

８６万３,１６８円。２項保険事業費では１３３万６,１９５円で、例年並みの執行。９款

諸支出金の償還金で、２３節の償還金利子及び割引料２,１７３万３,４７１円、これは２
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３年度分の療養費の確定に伴う返還分、国へ払う分が２,１３５万８,４２７円、支払基金

に払う分が３４万４,４４４円。国保税の還付４人、３万６００円であります。

それから、繰出金については８１６万３,０００円、直診会計への繰出金です。へき地

診療所運営費に充当される分。それから、１０款予備費は未執行であります。

歳出４億７,３６２万円の予算に対して、支出済額が４億５,４８４万７,３２０円、不

用額が１,８７７万２,６８０円、予算流用１件、１万１,５４４円で歳出の決算を終えて

おります。

それから、１５６ページ、実質収支に関する調書。歳入総額が４億７,８５１万２,００

０円、歳出総額が４億５,４８４万７,０００円で、差し引き２,３６６万５,０００円。実

質収支額２,３６６万５,０００円が２５年度へ繰り越しとなります。

以上で議案第６２号の説明を終わり、次に議案第６３号の説明に移ります。

議案第６３号平成２４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算

認定について、御説明を申し上げます。

１８１ページをお開きください。第１表から第６表まで説明資料があります。

１８２ページをお開きください。

第１表は、平成２４年度の歳入歳出決算の総括であります。

予算額４億１,３２７万４,０００円に対して、歳入決算額が４億１,３２５万８,９３８

円、歳出の決算額が３億９,８１７万６,８７３円、差し引き１,５０８万２,０６５円が２

５年度へ繰り越しとなります。予算に対する決算額の比率ですが、歳入においては１００

％、歳出においては９６.３％の執行率となっております。

それから第２表が、歳入実績の比較表であります。

診療収入では、２億７９１万５,８０９円で、前年度から見ると２２４万９,８３２円収

入増となっております。収入未済額は、８人で８件、１０万６,３２０円となっておりま

す。それから、繰入金が１億７,９０２万３,０００円で、前年度から見ると５６４万９,

０００円の増。道支出金が２２０万５,０００円で、１７０万９,０００円の増となってお

ります。収入済額が４億１,３２５万８,９３８円で、前年度、２３年度から見ると６９万

７,９７７円ほど収入増となっております。

それから、次のページ、第３表は、歳出の比較表でありまして、総務費から予備費。

総務費は、２億４,５６６万３,６５５円で、大体前年並みの執行。それから医業費で１

億２,１６３万４,１４０円で、２３年度と比較しますと、４０８万６,３６８円の増と

なっております。公債費は、３,０８７万９,０７８円で、前年度からは７８万円ほど減額

となっております。

それから、第４表が診療収入の収納状況調べであります。

まず、入院のほうでいきますと、一部負担金で２万４,０７０円の収入未済、標準負担

額で５,２５０円、合わせて２万９,３２０円の未収、これは１人１件。それから外来で

は、一部負担金で３万５,５８０円の未収、それからその他診療報酬で４万１,４２０円の
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未収、合わせて７万７,０００円、７人、８件の未収となっております。

それから、次のページ、１８６ページ、第５表、２４年度経費別支出内訳調。

これは後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、第６表の２４年度患者数及び職員数等の調べですが、入院、外来でいきます

と、２３年度、２４年度を比較しますと、まず入院においては、２４年度は１,４９３人

で、前年度から見ると２１人ほどふえております。１日平均にしますと０.１人ほどふえ

ていると。それから外来においては、患者数が１万４,１８３人で、２３年度から見ると

７９７人ほどふえております。１日平均でも５８.１人で、２３年度から見ると３.２人ほ

どふえているという結果となっております。

それから１８８ページは、職員数、患者１人当たりの診療収入等々でありますので、後

ほどごらんをいただきたいと思います。

それでは、１６６ページ、歳入に移ります。

まず、資料３５の１、２に診療所の運営状況をつけておりますので、後ほどごらんをい

ただきたいと思います。

１款診療収入においては２億７９１万５,８０９円で、収入未済額が１０万６,３２０

円。そのうち１項の入院収入で２,３２７万９,６９１円、未収で２万９,３２０円、１人

１件ですが、８月までに１万９,５８０円の入金がありました。

それから２項の外来収入１億６,６８２万９,８８５円。７万７,０００円の未収、７

人、８件であります。

それから、次のページに行きまして、５目一部負担金収入２,７３２万２,６４６円、未

収が３万５,５８０円。１節の医療給付現年度分２,７２６万１,６８０円、未収で１万６,

０６０円、４人分ですが、８月までに３人、８,３００円の入金がありました。それか

ら、３節医療給付過年度分１万９,０００円、未収が１万９,５２０円、これは１人です

が、８月までに、１,６２０円入金がありました。

それから、６目のその他の診療報酬収入で、現年度分で３８９万５,１７６円、未収で

４万１,４２０円、これは１人です、入金はありませんでした。

３項その他の診療収入では、諸検査等収入１,７８０万６,２３３円で、これは健康診断

等の収入ですけれども、前年度から見ると２２９万７,０００円ほど収入がふえておりま

す。

２款使用料及び手数料では、１０８万５,８５９円で、大体前年並みの決算となってお

ります。それから、手数料関係は１０４万９,３９０円。文書料で７６万４,０００円、未

収で２人、１万円。８月までに、１人、３,０００円の入金がありました。

それから、３款道支出金で、補助金、施設管理費補助金２２０万５,０００円。これは

遠隔医療用設備の２分の１分の補助、４４１万円の２分の１、２２０万５,０００円の補

助がありました。

それから、４款の財産収入５５万５,６００円、これは土地建物貸付収入。
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５款繰入金が１億７,９０２万３,０００円。これは、国保と一般会計を合わせたもので

す。一般会計の繰入金が１億７,０８６万円で、起債償還分が３,０８８万２,０００円、

医療機器整備分が９４１万３,０００円、財政対策分が１億３,０５６万５,０００円と

なっております。

それから国保事業勘定特別会計繰入金が８１６万３,０００円、これはへき地診療所分

です。

それから、６款繰越金が、前年度繰越金１,８１２万９,９８９円。

７款の諸収入４３４万３,６８１円。雑入で４３３万６,１６１円。主なものとしては、

社会保険の個人負担分が４９万５,８８６円と、嘱託医報酬が３０１万９,２００円、患者

外給食費５７万５,７２０円が主なものとなっております。それから、未収４２０円、１

人ですが、これは８月末までに４２０円入金となっております。

歳入の予算は４億１,３２７万４,０００円で、調定額が４億１,３３７万５,６７８円、

収入済額が４億１,３２５万８,９３８円、未収が１１万６,７４０円で歳入の決算を終え

ております。

歳出、１７４ページ、１款総務費で２億４,５６６万３,６５５円。主要事業は、ここに

記載のとおりでありますが、給料、職員手当、共済費で、人事異動に伴いまして、給与

費、職員人件費で７１６万円ほど前年度から減額となっております。それから、賃金では

２,９１６万１,２４３円、不用額で２５４万９,７５７円ありますが、臨時医師分で９８

万円、臨時看護師分で９７万１,５２７円、臨時看護補助員分で５０万６,７５２円の不用

額となっております。

それから、２項の研究研修費９４万５,９２５円。この大きいものとしては、旅費で７

４万６８０円。これは医療職員、それから医師２人の旅費に係るものです。

それから、２款医業費で１億２,１６３万４,１４０円。１項の医業費で１億１,９６８

万９,６２９円。１目医療用機械器具費で７２９万８,８７５円、備品購入費６８７万５,

４００円が主なものでありまして、主要事業に記載のとおりであります。

それから、２目の医療用消耗器材費８２４万３,３１５円。需用費で６３２万４,９６１

円が主なものとなります。

それから３目医薬品費が１億１３２万７１８円。前年度と比較しますと３１５万４,０

００円ほど支出済額としては減額となっております。

それから４目の検査費２６２万１,３６３円。委託料で２５０万１,３６３円。これは健

診関係の増に伴っての委託料の増となっております。それから５目寝具費が２０万５,３

５８円。

２項給食費が１９４万４,５１１円。

３款公債費３,０８７万９,０７８円。元金で２,９４３万８,０３１円、利子で１４４万

１,０４７円。修正版資料１に起債の残高の一覧がございますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。
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４款予備費については、執行はございません。

予算額４億１,３２７万４,０００円に対して、支出済額が３億９,８１７万６,８７３

円、不用額が１,５０９万７,１２７円で決算を終えております。

１８０ページ、実質収支に関する調書。

歳入総額が４億１,３２５万９,０００円、歳出が３億９,８１７万７,０００円で、差引

額が１,５０８万２,０００円、実質収支額は１,５０８万２,０００円。

以上で、議案第６３号の説明を終わります。

○議長（宮川 寛君） ２時２０分まで休憩いたします。

休憩 午後 ２時０４分

再開 午後 ２時２０分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第６４号平成２４年度陸別町簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算認定について、御説明をいたします。

２０１ページをお開きください。説明資料第１表から第５表までございます。

２０２ページ、第１表、これは歳入歳出決算の総括でありまして、予算額１億５,５１

０万１,０００円に対して、歳入決算額が１億５,５７１万６,９１４円、歳出が１億５,１

６７万５,０４１円で、差し引き４０４万１,８７３円が２５年度への繰り越しとなりま

す。予算に対する決算額の比率ですが、歳入においては１００.４％、歳出は９７.８％の

執行率となっております。

第２表、歳入実績の比較表であります。

使用料及び手数料から諸収入までございますが、まず使用料及び手数料においては、収

入済額が５,２０３万７,７２０円、収入未済額、１件、７,０８０円ございます。それか

ら、繰入金で９,７８２万４,０００円で、前年度と比較すると９８３万円ほど減額になっ

ております。それから諸収入においても２３４万３０２円、前年度から見ると８３７万

１,８１８円の減額、収入済額が１億５,５７１万６,９１４円となっております。この会

計でもそうですが、一般会計からの繰入金が６２.８％を占めておりまして、その次に使

用料関係が３３.４％となっております。

次のページ、第３表、歳出の比較表であります。

総務費から予備費までございますが、施設費で２,６７４万７,０１５円。前年度と比較

しますと１,１５１万９,５４３円の減額となっております。総務費においても１,２３０

万３,３９７円で、前年度と比較しますと６６４万９,８６０円の減、歳出合計で１億５,

１６７万５,０４１円、前年度と比較しますと１,９１０万９,５２６円の減となっており

ます。

それから、第４表が水道使用料徴収実績調であります。

調定額、陸別地区で５,１９４万８００円、収入済額で５,１９３万３,７２０円、収入
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未済額が７,０８０円となっております。一般用、それから営業用は前年度から減額とな

り、一般用が３,８１４万５,７６０円、営業用が３０２万２,１２０円。事業用、団体

用、それから浴場営業用、これらについては金額は万単位の金額ですけれども、前年度か

ら見るとふえております。事業用では６５６万８２０円、５万９,６４０円ほど前年度よ

り増。それから団体用も３６７万８,１００円で、前年度から８万１,６８０円の増。浴場

営業用４９万９,０８０円ですが、前年度から見ると４万４,４８０円の増となっておりま

す。臨時用２万７,８４０円。合計で調定額が５,１９４万８００円に対して、収入済額が

５,１９３万３,７２０円となっております。未収が１件、７,０８０円。

用途別給水戸数、２５年３月末現在ですが、一般用は１,０３９戸、前年度からマイナ

ス２戸になります。営業用は２８戸で前年と同じ戸数、それから事業用が４６戸で前年度

から３戸マイナス、団体用が６戸で前年度より１戸増、それから浴場営業用は変更ありま

せん。合わせて１,１２０戸、前年度からマイナス４戸の戸数となっております。

それから、第５表、給水状況調べですが、合計欄で申し上げます。

給水量は、３０万２,３６２立方で、１,５１１立方前年度よりふえていると。それから

１日平均給水量も８２８立方ですが、６立方前年度から見るとふえていると。それから給

水人口２,３４７人ですが、前年度から見るとマイナスの１９人。１人１日平均給水量３

５３リットルですが、これは前年度から見ると６リットルふえているということになりま

す。

それでは、歳入の１９２ページをお開きください。

歳入、１款使用料及び手数料、収入済額が５,２０３万７,７２０円、水道使用料が５,

１９３万３,７２０円、未収が１人、７,０８０円、これは８月末までに全額７,０８０円

入金となっております。

それから２款財産収入は、執行ありません。

３款繰入金、一般会計繰入金が９,７８２万４,０００円。建設改良分が５,９６１万２,

０００円、高料金対策分が２,３７６万７,０００円、財政対策分が１,４４４万５,０００

円の内訳となっております。

それから４款繰越金、前年度繰越金が３５１万４,８９２円。

５款諸収入の１節の雑入が２３４万３０２円、これは国税の還付金が１５１万９,６０

０円、これは２３年度分の消費税の還付金であります。それと、下水道料金の事務負担金

分が８２万７０２円、これは備考欄にも書いてございますが、これが内訳となっておりま

す。

歳入合計で、予算額が１億５,５１０万１,０００円で、調定額が１億５,５７２万３,９

９４円、収入済額が１億５,５７１万６,９１４円、収入未済額が７,０８０円ということ

で、歳入の決算を終えております。

次に、歳出、１９６ページ。

１款総務費１,２３０万３,３９７円。この中では２節の給料、職員手当、共済費で職員
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の人事異動に伴いまして、前年対比で８７万７,０００円ほど減額となっております。そ

れから、２７節の３７万１,２００円、公課費ですが、これは２４年度分の消費税の中間

納付額であります。

それから、２款の施設費２,６７４万７,０１５円、施設維持費２,５４１万６,２３０

円。主なものとしては、１１節需用費で６７６万１,１７３円、委託料で１,５０７万６,

４２４円。主要事業に水道メーター、施設改修の記載をしておりますので、参考にしてい

ただければと思います。それから備品購入費、次のページですが、２７８万８,６４７

円、２３年度はメーター購入、公用車購入があり、前年度から見ると５０６万円ほど減額

となっています。

それから、施設新設改良費１３３万７８５円。これは委託料で１３２万３,０００円、

これは主要事業に記載の事業であります。

それから、３款公債費２３節償還金利子及び割引料、元金が７,６０３万３,２３３円、

利子が３,６５９万１,３９６円となっております。修正版資料１に起債残高一覧がござい

ますので、御参照いただきたいと思います。

４款予備費の執行はございません。

歳出予算額１億５,５１０万１,０００円に対して、支出済額が１億５,１６７万５,０４

１円、不用額が３４２万５,９５９円で決算を終えております。予算流用についても、件

数はございません。

それから２００ページ、実質収支に関する調書でありますが、１、歳入総額が１億５,

５７１万７,０００円、歳出総額が１億５,１６７万５,０００円、差引額が４０４万２,０

００円、実質収支が４０４万２,０００円となっております。

以上で議案第６４号の説明を終わりまして、次に議案第６５号の説明に移ります。

議案第６５号平成２４年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、

御説明を申し上げます。

２１９ページをお開きください。説明資料であります。第１表の歳入歳出決算総括から

第４表下水道使用料徴収実績調がございます。

まず、２２０ページ、第１表、２４年度歳入歳出決算の総括。

予算額１億１,４８３万９,０００円の予算に対して、歳入決算額が１億１,５５２万１,

５４８円、歳出決算額が１億１,３１７万３８０円、差し引き２３５万１,１６８円が２５

年度への繰越金となります。予算に対する決算額の比率ですが、歳入においては１００.

６％、歳出においては９８.５％の執行率となっております。

第２表、歳入実績表でありますけれども、まず分担金及び負担金で４２万５,０００

円、それから使用料及び手数料で２,４１１万２,５３０円、それから国庫支出金で１５７

万５,０００円、繰入金で８,７３８万６,０００円となっておりまして、歳入合計が１億

１,５５２万１,５４８円。前年度から見ると１,６３５万４,４６７円の減額となっており

ます。この会計も、もちろん一般会計からの繰入金が７５.６％の割合を占めていること
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がわかります。

それから、第３表の歳出比較表であります。

総務費で１,０５７万５,９６２円、施設費で３,８３９万５,６２３円、２３年度と比較

しますと１,１０５万７,８７６円減額となっております。それから事業費で４２１万５,

１７６円、公債費で５,９９８万３,６１９円、前年度と比較しますと４８０万４,３１９

円減額となっております。合計１億１,３１７万３８０円、２３年度と比較しますと１,６

６８万２,６１７円の減額となっております。

それから第４表、下水道使用料徴収実績調であります。

陸別処理区で調定額が２,４０４万４,５３０円、収入済額で２,４０４万４,５３０円、

これは１００％の収入となっております。内訳の一般用、公衆浴場用とも前年度より伸び

ておりまして、一般用が２,３７２万６,０８０円、３３万９,１００円ほど前年度から伸

びております。それから公衆浴場用も３１万８,４５０円で、前年度から見ると２万７,８

００円ほど伸びております。計２,４０４万４,５３０円、３６万６,９００円の前年度か

らの増となっております。

処理状況でありますけれども、処理人口が１,９９５人、前年度から見ると１３人の減

となります。水洗化人口１,７４５人、これは前年度から見ると３人の減。水洗化率が８

７.５％、前年度から見ると０.４％増となっております。

それでは、歳入の２１０ページをお開きください。

歳入、１款分担金及び負担金、下水道事業分担金が４２万５,０００円。これは２２年

度の設置分が５戸、それから２３年度設置分が１０戸、前納分が２戸の内訳となっており

ます。

それから、２款使用料及び手数料で２,４１１万２,５３０円、下水道使用料で２,４０

４万４,５３０円、それから下水道手数料は６万８,０００円。

それから、３款国庫支出金、下水道事業補助金で１５７万５,０００円、これは長寿命

化基本計画策定の２分の１分、１５７万５,０００円であります。

それから、４款の繰入金、これは一般会計繰入金で８,７３８万６,０００円。内訳とし

ては建設改良分が１,０９９万９,０００円、財政対策分が７,６３８万７,０００円となっ

ております。

それから、５款の繰越金、前年度繰越金が２０２万３,０１８円となっております。

歳入合計１億１,４８３万９,０００円の予算に対して、調定額が１億１,５５２万１,５

４８円、収入済額が１億１,５５２万１,５４８円で、１００％の収納となっております。

次に歳出に移ります。

１款総務費で１,０５７万５,９６２円、一般管理費ですが、ここも同様に、給料、職員

手当、共済費で職員の人事異動に伴いまして４９万円ほど増額となっております。それか

ら公課費で３３万８,２００円。

それから２款の施設費３,８３９万５,６２３円。大きいものとしては委託料で３,３３
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９万５,７６０円、これは主要事業施策にも記載のとおりであります。後ほど御参照いた

だきたいと思います。

それから３款事業費４２１万５,１７６円。下水道建設費で、工事請負費で８９万２,５

００円、委託料で３１５万円、これはそれぞれ主要事業として浄化センターの長寿命化基

本計画、それから公共桝２カ所となっております。

それから、４款公債費５,９９８万３,６１９円。元金ですが４,７３０万７,２０７円、

利子が１,２６７万６,４１２円。修正版資料１に起債残高一覧がありますので、後ほどご

らんをいただきたいと思います。

５款予備費については未執行であります。予算流用もございません。

歳出合計予算１億１,４８３万９,０００円、支出済額が１億１,３１７万３８０円、不

用額が１６６万８,６２０円となっております。

それから次のページ、実質収支に関する調書でありますが、歳入総額が１億１,５５２

万１,０００円、歳出総額が１億１,３１７万円、歳入歳出差し引きで２３５万１,０００

円、実質収支額が２３５万１,０００円となっております。

以上で、議案第６５号の説明を終わりまして、次に議案第６６号の説明に移ります。

議案第６６号平成２４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につい

て、御説明を申し上げます。

２５１ページをお開きください。説明資料として、第１表から第４表までございます。

まず、２５２ページ、第１表、歳入歳出決算の総括でありますが、予算額２億３,４７

９万９,０００円に対して、歳入決算額が２億３,４８３万８,２４４円、歳出の決算額が

２億２,４０２万１,４３６円で、差し引き１,０８１万６,８０８円が２５年度へ繰り越し

となります。予算に対する決算額の比率ですが、歳入については１００％、歳出について

は９５.４％の執行率で終わっております。

第２表、歳入の実績でありますが、まず１款の介護保険料ですが、３,２２４万４,２５

７円、不納欠損額が８万４,３１３円、これは３件です。それから収入未済額が１６万８,

３００円、４件、４人です。それから介護保険においても、前年度から見ると約３０万円

ほど減額となっております。繰入金で４,７０２万９,０００円、９２４万３,８５０円ほ

ど前年度から伸びておりまして、国庫支出金は５,５０３万３,７０９円で前年度から見る

と２４２万５８２円の減、それから道支出金においては３,３１１万９,５７１円で１０１

万３,２４３円の増、支払基金交付金が５,９６３万４,０００円で前年度から見ると６７

３万５６７円の減となっております。合計で２億３,４８３万８,２４４円で、前年度から

見ると７０８万２６２円の増となっております。この会計でいけば、支払基金交付金が２

５.４％と１位を占めておりまして、次に国庫支出金、次に繰入金、介護保険料が５番目

ということになります。

それから、第３表、歳出実績表でありますけれども、総務費で３６７万８８９円、前年

度から見ると８８万２,１７６円の減、保険給付費で２億９５５万４,９３７円、前年度と
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比較しますと２１０万６４２円の増、地域支援事業費３２１万１４５１円で、２５５万

６,８３７円の前年度から見ると減、基金積立金が１１９万２,３７９円、６１万８,７０

９円前年度から見ると増となっております。それから諸支出金においても６３９万１,７

８０円で、４２８万５,４０１円の増。合計として２億２,４０２万１,４３６円で、前年

度から見ると３１３万４,５３５円の増となっております。

それから、第４表が介護保険料収納額調べで、現年度賦課分で、調定額が３,２２９万

５２８円で、収入済額が３,２２１万１,３２８円、収入未済額が７万９,２００円、２

人、２件です。それから滞納繰越分で調定額が２０万６,３４２円、収入済額が３万２,９

２９円、不納欠損が３件の８万４,３１３円、収入未済額が２人、２件の８万９,１００円

となっております。

それでは、歳入の２３０ページをお開きください。

歳入ですが、資料のナンバー３６の１、２に介護保険会計の実施状況を添付しておりま

すので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１款の介護保険料、第１号被保険者保険料、現年分ですが３,２２１万１,３２８円。７

万９,２００円、２人、２件の未収がございます。それから滞納繰越分で３万２,９２９

円、不納欠損が３件、８万４,３１３円、収入未済が８万９,１００円で２人、２件となっ

ております。

ちなみに、介護保険の被保数ですが、２４年の４月１日現在では９１７人、２５年３月

末では９２４人で、年度中で７人増となっております。

それから、２款国庫支出金５,５０３万３,７０９円、介護給付費負担金、現年度分です

が３,６４４万２,３４４円。国庫補助金で、調整交付金１,７５４万４,０００円、地域支

援事業交付金が１０４万７,３６５円。

３款道支出金で３,３１１万９,５７１円、介護給付費負担金で現年度分が２,８１９万

２６９円となっております。

２項の道補助金６４万１,５９０円。

３項財政安定化基金支出金３６３万９,６３０円。

４款支払基金交付金が５,９６３万４,０００円で、介護給付費交付金、現年度分が５,

８９０万９,０００円、地域支援事業支援交付金が現年度分７２万５,０００円。

５款財産収入の利子及び配当金５万６,７４６円、これは基金の利子になります。

６款繰入金で、一般会計からの繰入金３,２９２万６,０００円。内訳としては、介護給

付費繰入金が２,７１３万８,０００円、事務費繰入金が５１３万９,０００円、地域支援

事業繰入金が６４万９,０００円となっております。

それから基金繰入金、１節の介護給付費準備基金繰入金１,４１０万３,０００円。

それから７款の繰越金、前年度繰越金は６８７万１,０８１円となっております。

それから８款諸収入、３項雑入です。４目雑入１節の雑入で８４万９,８８０円、これ

は介護扶助審査判定業務の分であります。
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歳入の予算２億３,４７９万９,０００円、調定額２億３,５０９万８５７円、収入済額

が２億３,４８３万８,２４４円で、不納欠損額が８万４,３１３円、収入未済額が１６万

８,３００円で決算を終えております。

それから歳出、１款総務費３６７万８８９円。一般管理費で１３万５,１２７円で、こ

れは例年どおりの執行状況になりますけれども、２３年度において、介護保険の報酬改正

がありました。そのシステム改修で６３万円ほどありましたけれども、その分が大きな減

額の要因となっております。

それから２項賦課徴収費で、１目の賦課徴収費、これについては例年どおりの執行状

況。

それから３項介護認定審査会費、１目の介護認定審査会費、２目の認定調査費、これも

それぞれ例年同様の執行となっております。

それから２款の保険給付費２億９５５万４,９３７円、１項の介護サービス等諸費で１

億８,３８３万９,４０３円。まず、１目の居宅介護サービス給付費、１９節ですが、１億

５３４万１,７７８円。利用者としては、延べ利用者が１,０３４人で、前年度から見ると

２０２人の減、それから２目居宅介護サービス計画給付費、１９節５２１万９,８００

円、４００人の延べ利用者ですが、前年度から見ると４００人の減。それから３目施設介

護サービス給付費、１９節７,３００万３,５７２円、２９８人の利用者数になります。そ

れから４目居宅介護福祉用具購入費、１９節が１０万８,６５７円、４人。

失礼しました、２３年度の実績ではなくて、当初予算で見ている利用者数との比較で、

居宅介護サービス給付費が１,２３６人で、実績が１,０３４人ということで、２０２人の

減となります。それから、居宅介護サービス計画給付費の１９節の４４０人の見込みに対

して４００人で、４０人の減。それから施設介護サービス給付費で２９８人と言いまし

た。計画では３２４人でしたが、２６人の減。それから居宅介護福祉用具購入費１０万

８,６５７円、４人。予定では１６人に対して１２人の減。それから居宅介護住宅改修費

１６万５,５９６円、１６人見ておりましたけれども２人ということで、１４人の減。

それから２項介護予防サービス等諸費１,３３３万８,５８５円。１目の介護予防サービ

ス給付費が１,２０２万８５９円、３４２人の利用になります。計画では４０５人でした

が、６３人の減。それから２目介護予防サービス計画給付費９５万６,６４０円ですが、

２２３人の利用。計画では２０８人でしたが１５人ほどふえております。それから３目介

護予防福祉用具購入費１万３,９８６円。１２人見ておりましたけれども、１人で１１人

の減。それから４目介護予防住宅改修費３４万７,１００円で、１２人見ておりましたけ

れども、３人でマイナス９人となります。

３項その他の諸費、これは例年同様。４項高額介護サービス等費も例年同様の執行であ

ります。

それから、５項高額医療合算介護サービス等費６２万５,２２７円、これも前年と同様

の執行。
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それから６項特定入所者介護サービス等費７２２万７,４２０円。１目特定入所者介護

サービス費、これも大体前年と同額の決算となっております。

それから、３款の地域支援事業費３２１万１,４５１円。１項の介護予防事業費で７５

万４,８４１円、１目一次予防事業費で３９万７,３３９円。２目の二次予防事業費で３５

万７,５０２円、これも大体例年どおりの執行状況となっております。

それから２項の包括支援事業費２４５万６,６１０円。１目の介護予防ケアマネジメン

ト事業費１７７万４,０２５円で、特に７節賃金６１万７,７４０円は、前年度から見ると

大幅に１８９万４,０００円ほど減額になっております。これは臨時介護支援専門員の１

名減による賃金の減額となっております。

それから２目の任意事業費６８万２,５８５円は、おおむね前年と同額の執行。

４款基金積立金、１項１目の介護給付費準備基金積立金、２５節は１１９万２,３７９

円、これは基金積立金であります。

それから、５款の諸支出金６３９万１,７８０円。第１号被保険者保険料還付金、２３

節８,２５０円、これは２３年度分の３名の還付金。それから介護給付費負担金等返還

金、２３節、６３８万３,５３０円。この内訳としては、２３年度分の介護給付費確定に

伴う国への返還が７万２,０７４円、支払基金への返還が２２３万８,７１１円。２３年度

分の地域支援事業確定に伴う一般会計への返還が３０７万７,７８８円。同じく北海道へ

は３１万２,４４３円。それから介護従事者処遇改善臨時交付金の制度廃止に伴う返還

は、北海道へですけれども２１万５,６５３円となっております。

６款予備費については、１件充当で５,３７９円。

歳出合計が予算額２億３,４７９万９,０００円に対して、支出済額が２億２,４０２万

１,４３６円、不用額が１,０７７万７,５６４円で決算を終えております。

なお、予算流用については、この会計はございません。

２５０ページ、実質収支に関する調書。

歳入総額が２億３,４８３万８,０００円、歳出総額が２億２,４０２万１,０００円で、

差引額１,０８１万７,０００円、実質収支額１,０８１万７,０００円が２５年度への繰り

越しとなります。

以上で、議案第６６号の説明を終わりまして議案第６７号の説明に移ります。

議案第６７号平成２４年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について御

説明を申し上げます。

２６９ページ、第１表の歳入歳出決算の総括から第４表まで資料がございます。

まず、２７０ページをお開きください。

第１表、２４年度の歳入歳出決算の総括であります。

予算額３,９６０万６,０００円に対して、歳入決算額が３,８７６万５,３３９円、歳出

決算額が３,８７６万５,３３９円で、差引残額はございません。予算に対する比率です

が、歳入は９７.９％、歳出も同様に９７.９％となっております。
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第２表、保険料の収納ですが、２４年度は２,２１５万７,０００円の収入済みで収納率

１００％となっております。

第３表、歳入実績比較表ですが、後期高齢者の保険料が２,２１５万７,０００円、それ

から繰入金が１,５９７万２,６３９円、諸収入が２９万７,７００円、広域連合支出金が

３３万８,０００円で、合計３,８７６万５,３３９円となっております。

歳出実績でいきますと、総務費で１６２万６９５円、広域連合の納付金が３,７０１万

７,７４４円、諸支出金が１２万６,９００円で、合計３,８７６万５,３３９円となってお

ります。

それで、資料の３７をお開きいただきたいと思います。

資料の３７は、後期高齢者医療特別会計の決算フロー図になっておりまして、一般会計

と特別会計に分かれてございます。まず一般会計のほうでは、歳入として道から保険基盤

安定負担金として９５９万６,８０８円が入ってきます。歳出で、道から入ってくるお金

と町が４分の１、３１９万８,９３６円。それから事務費繰出金、広域連合事務費負担金

分で２０６万５,０００円、同じく事務費繰出金で予防接種分、一般事務費分、予備費分

１１１万１,８９５円。この内訳としては、経費１６２万６９５円から収入５０万８,８０

０円を控除したものであります。ちなみに、５０万８,８００円の根拠というのは、特別

会計歳入の一番下、その他の収入、雑入で１７万８００円、交付金で３３万８,０００円

を合計したもの、合わせて１,５９７万２,６３９円を後期高齢者医療特別会計へ繰り出し

します。後期高齢者では、それを繰入金として受けて、保険基盤として一般会計繰出金と

同額、事務費も同額となります。それから、保険料が２,２１５万７,０００円、このうち

特別徴収が１,２６８万９,２００円、普通徴収が９４６万７,８００円、それから保険料

還付金１２万１,９００円、それから還付加算金５,０００円、これは広域連合から交付さ

れるものになります。合わせて歳入が３,８７６万５,３３９円となります。

歳出のほうですが、まず広域連合への納付金として保険基盤安定分１,２７９万５,７４

４円、それから広域連合負担金として事務費分２０６万５,０００円、それから広域連合

負担金として保険料分２,２１５万７,０００円。合わせて３,７０１万７,７４４円を広域

連合へ納付することになります。

歳入で入ってきている保険料還付金、それから還付加算金、それから一般管理費、予防

接種費、一般事務費１６２万６９５円を執行して３,８７６万５,３３９円の歳出決算、つ

まり歳入歳出同額の決算でこの会計は終わっているという内容になります。

以上、資料で説明したわけですが、歳入の２５８ページだけをごらんいただきたいと思

います。

後期高齢者の保険料関係ですが、２４年度当初におきましては５７０名でした。２４年

度末においては５６３名と、７名の減員となっております。

それから、２６０ページの諸収入ですが、先ほど説明した償還金及び還付加算金で、還

付加算金５,０００円、これは２３年度分で、広域連合から入ってくる。それから保険料
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還付金１２万１,９００円、これも広域連合から８名分入ってきております、２３年度分

になります。

雑入としては１７万８００円。健診分で２１名分、１万５００円、広域連合の健診委託

料１６万３００円になります。

それから広域連合の支出金で、広域連合交付金ですが３３万８,０００円。これは円滑

運営臨時特例交付金が８万８,０００円、健やか推進事業補助金が２５万円となっており

ます。

歳入合計が、予算では３,９６０万６,０００円で、調定額が３,８７６万５,３３９円、

収入済額が同額の３,８７６万５,３３９円となります。

それから歳出、１款の総務費１６２万６９５円。１３節委託料で１０７万２,４３５円

ですが、インフルエンザ接種が９５万７,５００円、３８３人分、健康診断が１０万９,６

００円、電算処理が５,３３５円となっております。１９節の負担金補助及び交付金で４

万６８０円、これはインフルエンザの予防接種助成金、１５人分であります。それから広

域連合への納付金、これは先ほど説明をさせていただきました。

それから諸支出金の保険料還付金、まず１２万１,９００円、８人分であります。それ

から、還付加算金の２３節５,０００円は１人分であります。

それから予備費は、３件、２万５,９００円を充当しております。

予算流用はございません。

歳出の予算３,９６０万６,０００円に対して、支出済額が３,８７６万５,３３９円、不

用額が８４万６６１円で決算を終えております。

２６８ページ、実質収支に関する調書であります。

１の歳入総額３,８７６万５,０００円、歳出総額が３,８７６万５,０００円で、差引額

がゼロ。したがって、実質収支額もゼロとなります。

以上をもちまして、議案第６１号から議案第６７号までの説明を終わらせていただきま

す。

以後、御質問によってお答えをしていきたいというふうに思っておりますので、御審議

のほどよろしくお願い申し上げます。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでございました。

平成２４年度各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代表

監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際、質疑を

許します。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。

────────────────────────────────────

◎延会の議決
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────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） お諮りします。

本日の会議は、これで延会し、明日１２日は休会としたいと思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認め、したがって本日はこれで延会し、あすは休会す

ることに決定しました。

────────────────────────────────────

◎延会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 本日は、これで延会します。

延会 午後 ３時０６分


